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2005 年の国勢調査における人口は 127,767,994 人2、他方法務省入国管理局による外国人登
録者の総数は 2,186,121 人3となっており、日本に居住する人のうち約 2%が外国人である。
超高齢社会を迎え労働人口が減少する中、労働力確保のために外国人労働者の受け入れは
重要な課題であり、同時にそれが外国人増加の理由となっている4。また「出入国管理及び






























































































































































































































































しては 1957 年に ILO 総会で採択された「独立国における先住民並びに他の種族民及び半
































































































































































オーストラリアを事例として考察する理由は主に 2 点である。1 点目としては、オース
























理由の 2 点目としてはオーストラリアでは 1993 年に「先住権原法」（Native Title Act）
により土地の返還あるいは補償などが明文化されたが、同年、マボ判決や先住権法の制定
といった動きを受けて、博物館でも所蔵する先住民族の資料に関しての行動指針「かつて








としていることは非常に示唆に富んだ動きであるといえる。そして 2005 年には PPNO の
































第 3 章及び第 4 章に係る先行研究としては、民族文化を扱った博物館に関して論考を行
った吉田憲司59によるものが挙げられる。吉田の研究では 1984 年にニューヨーク近代美術
館（MoMA）で開かれた「20 世紀美術におけるプリミティヴィズム（原始主義） 部族的












































































（第 1 章）、国際条約における先住民族の権利（第 2 章）から述べる。ここには主に上述
の 1）及び 2）に関連して歴史的・制度的な側面からの考察を行う。第 2 部として博物館活
動の見直しと新しい試み及び地域における博物館を中心とした空間について、民族に関す
る博物館活動の見直しと新しい試み（第 3 章）、地域における博物館を中心とした空間（第
4 章）、アイヌ文化振興法と博物館（第 5 章）から述べる。第 2 部では主に 3）～5）につ
いて事例を示しながら考察を加えるとともに、提起された課題について第 6 章で検討を加

































































































ーストラリア博物館（National Museum of Australia）やメルボルン博物館（Melbourne Museum）
と並ぶ点、PPNO の作成に大きく関わったグリフィン（Griffin, Des）が策定当時オースト































































































なお、第 5 章に関連する資料として 1990 年から 2011 年まで全国で開催された「アイヌ
関連特別展一覧」、及び 2008 年より白老アイヌ民族博物館で実施している「伝承者（担い





















































第 1 部 近代及び現代におけるアイヌ民族の位置づけと先住民族の権利 
 












































ルが現れたのは 1889 年のパリ万国博覧会（Exposition Universelle de Paris 1889）からであっ
た7。ここでは「ヌビア人」をはじめとして多くの民族が「展示」された8が、日本におけ
るその嚆矢は大阪で開催された第 5 回内国勧業博覧会であり、海外における初めてのアイ















第 1 節 近代国家成立過程におけるアイヌ民族への教育にみる同化 
 



























































































リア州における「アボリジニ保護法」（Aboriginal Protection Act 1869）では州知事の権限
 36 
 
















札幌第一小学校）が設立され、学制公布後の 1874 年には官公立学校は 10 校、私立のもの
















校は広尾（1879 年）、大津・平取・紗那・瀬棚（以上 1880 年）、白老・千歳・室蘭（元























第 3 項 北海道旧土人保護法と旧土人児童教育規程の成立 
 
アイヌ民族に対する教育に関して東京への強制連行、対雁学校の設立の次に大きな出来
事となるのは 1899 年の北海道旧土人保護法（以下「旧土法」）の制定と 1901 年の旧土人


















































































































第 2 節 近代国家成立過程におけるアイヌ民族の「展示」における劣等視 
 












館」として人間自体を展示対象としたものである。第 5 回内国勧業博覧会は 1903 年 3 月 1
 42 
 









学術人類館（3 月 10 日から開場）は「世界一週館」「薩摩踊」「動物園」と共に「場外の


























































































































































































































































































































































































































では 1981 年から 1983 年にかけて国連差別防止･少数者保護小委員会に提出された報告書
（コーボゥ報告）の内容について検討する。このコーボゥ報告を基にして次項の第 169 号
条約が議論されたといえ、また先住民族の権利に関する国際連合宣言へとつながっていく





考察する。第 1 項では権利宣言に関する議論を整理するとともに、1997 年の「二風谷ダム
裁判」における文化享有権について述べる。この裁判は日本で初めてアイヌ民族を先住民
族とし、また国際人権規約 B 規約第 27 条の文化享有権を尊重した画期的な判決であると
いえる。第 2 項では 2007 年に採択された先住民族の権利に関する国際連合宣言とその規定
についての検討を行う。特に民族に関する活動を行っている博物館に関係した条文として
は第 11 条から第 15 条であると考えられるが、ここからそのような博物館が先住民族の権
利を尊重するにあたってどのような点が重要なのかについて考察を加える。 
そして第 3 節ではオーストラリアにおける民族を扱った博物館の活動に大きな影響を与
えた 2 つの行動指針について述べる。オーストラリアでは 1993 年の世界先住民年に際し、
博物館の所蔵する先住民族の資料に関しての行動指針「かつての所蔵品と新たな義務」
（Previous Possessions, New Obligations: PPNO）を策定し、また 2005 年には「連続した文化









でまず第 1 項で PPNO の策定へと至る経過と PPNO の内容について検討し、それに関連し
て行われた評価について述べる。PPNO は自己決定、管理とコレクション、コレクション
及び情報へのアクセス、先住民族への補佐、雇用と養成、方針決定の 6 項目が明確に示さ
れており、その内容ついて具体的に検討を加える。第 2 項では改訂版である CCOR につい






第 1 節 国際労働機関における先住民族の位置づけ 
 
第 1 項 ILO 第 107 号条約における先住民族 
 
先住民族の権利に関する国際的な規定としては 1989年の ILO第 169号条約採択まで ILO
の「独立国における先住住民並びに他の部族及び半部族民の保護及び統合に関する条約」3
（第 107 号条約、Convention concerning the Protection and Integration of Indigenous and Other 
Tribal and Semi-Tribal Populations in Independent Countries）のみであった。そこには 1980 年
代まで先住民族が国際的にどのような位置づけにあったのかが端的に示されているといえ
る。 




































教育に関しては、「第 6 部 教育及び伝達の手段」の第 21 条において、「その国の国
民社会の他の者と同等の立場で全ての段階の教育を受ける機会を持てるようにするための
対策をとらなければならない」12とされており、教育機会の平等が示されている。ただし、
























第 2 項 コーボゥ報告における先住民族 
 





















































第 3 項 ILO 第 169 号条約における先住民族 
 






その後 2 年間の審議期間の後、1989 年に採択された「独立国における先住民族及び部族
民に関する条約」22（第 169 号条約、Convention concerning Indigenous and Tribal Peoples in 
Independent Countries）が採択された。この条約にもコーボゥ報告と同様に国際的に通用し
ている先住民族に関する定義があるが、そこには差異が見られる。同条約の第 1 条には、 
 









第 2 項 先住民族または部族であるという自己認識はこの条約を適用する集団を決
定する基本的な基準としてみなされる 






































るが、特に教育に関わって大きな問題となる点は 2 点挙げられると考えられる。1 点目は





















第 2 節 先住民族の権利に関する国際連合宣言における先住民族の権利 
 


























1993 年が「国際先住民年」と制定され 1994 年から 2003 年の 10 年間を「世界の先住民の






































また、同判決では国際人権規約 B 規約第 2 条第 1 項、第 26 条、第 27 条、及び憲法第 13






















































第 2 項 先住民族の権利に関する国際連合宣言の規定と博物館 
 
このように先住民族をめぐる議論や法整備が発展してくる中で、「世界の先住民の国際




交渉などにより、2007 年 9 月の第 61 会期国連総会で賛成 144 ヶ国（反対 4 ヶ国・棄権 11
ヶ国）を得て採択されたのであった47。 










教育に関連する条項は第 11 条から第 15 条である。第 11 条は文化的伝統と慣習に関す
る維持・保護・発展の権利について、第 12 条は精神的・宗教的権利と遺骨の返還について、
第 13 条は歴史・言語・口承文芸などに関する次世代への伝達の権利について、第 14 条は
独自の文化に基づく教育を含むあらゆる形態の教育に関する権利について、第 15 条は主流
社会への教育に関する権利についてである。特に直接的に博物館に関わると考えられるの





















































































第 3 節 オーストラリアの博物館における先住民族との協働 
 
第 1 項 行動指針“Previous Possessions, New Obligation”の策定とその評価 
 







このような世界的な状況の中、オーストラリア国内では 1983 年に CAMD（Council of 
Australian Museum Directors）により所有者や所有者の子孫を確認できる資料の返還を決定
し、また資料に明らかな科学的・教育的価値がある場合のみ博物館が保有できるといった





















のための国連国際年」と同時に、新たな行動指針である“Previous Possessions, New Obligation”











































委員会により、「ターニング・ページ」（Turning the Page: Forging New Partnerships Between 
Museums and First Peoples）という報告書が出されている74。また、アメリカにおいても 1989
年にアメリカインディアン国立博物館法（The National Museum of American Indian Act: 
NMAIA）、1990 年にアメリカ先住民墳墓保護返還法（The Native American Graves Protection 
























その後 1996 年により簡潔な改訂版が出され、この行動指針に対する評価は 2000 年にオ





















PPNO と比較すると CCOR ではさらに 2 項目が加えられ、文化的・知的所有権、和解の








これには 1998 年に出された報告書「我々の文化と未来」（Our Culture Our Future: 

































表）PPNO 及び CCOR 全文 





























































































































































まず第 1 節では国際労働機関（ILO）における議論について考察した。第 1 項では ILO



































るといえる。第 2 項では 2007 年に採択された先住民族の権利に関する国際連合宣言とその
規定について検討した。権利宣言は ILO 第 107 号条約に見られたような社会進化論的同化
主義について強く否定したものであった。特に民族に関する活動を行っている博物館に関










博物館協会が策定した PPNO と CCOR の 2 つの行動指針についてその内容を検討した。第











では改訂版 CCOR について述べた。CCOR では文化的・知的所有権と和解に関しての項目








第 2 部 博物館活動の見直しと新しい試み、地域における博物館を中心とした
空間 
 








































































第 1 節 民族に関する博物館活動における新しい試み 
 



































































































の新しいパートナーシップの確立」（Turning the Page: Forging New Partnerships Between 

















ト―人類学コレクションのなかのアフリカ美術」（Art/Artifact: African Art in Anthropology 





































このような試みである 3 の対話や共同作業を志向する展示の事例としては 1986 年のロ
ンドン人類博物館（Museum of Mankind）で行われた「マダガスカル―祖先たちの島」












他の事例としては、1993 年秋、イギリス･ロンドン博物館（Museum of London）で開催




















（Anatolia in Amsterdam）展（1996 年）や「私はモロッコにおばがいる」（Ik heb een tante 
in Marokko）展（1997 年）などが挙げられる36。 
そしてさらにこの先の段階として 4 の「自文化」の展示の事例がある。国立アメリカ･







有」への意欲を示すものである38。また 1998 年 2 月にオープンした国立ニュージーランド






























































第 2 節 日本国内における事例 
 
















埋蔵文化財調査機関など、5,297 機関（大学・短大等 779 機関、博物館・埋蔵文化財調査
機関等 4032 機関、教育委員会等 486 機関）に対してアイヌ関係資料の所在などについてア
ンケート調査（回収率 41.1%）及びヒアリング調査を行ったものである（表 1 参照）。回
収率は 41.1%（大学等 68.4%、博物館等 36.6%、教育委員会等 34.8%）であった。 
 
表 1）アイヌ関係資料の所在状況 
都道府県 機関種別 民具資料 映像資料 写真資料 
北海道 
大学 3 1 1 
博物館・資料館 52 10 17 
教育委員会 10 2 4 
北海道以外 
大学 6 2 0 
博物館・資料館 64 5 17 
教育委員会 2 1 0 
合計 137 21 39 
 
音声資料 文献資・史料 絵画資料 出土文化財 合計 
1 3 0 1 10 
19711 17 17 30 154 
1 6 2 8 33 
4 9 0 0 21 
1992 43 32 6 169 
0 3 2 1 9 

















































































回 会期（自） 会期（至） テーマ 
1 1993/10/01 1993/10/31 現代のアイヌ木彫文化展 1993―「国際先住民年」記念
特別展― 
2 1994/10/01 1994/11/15 沙流川流域の遺跡群―この川は遠い昔からずっと人と
文化を育んできた― 
3 1995/10/01 1995/11/15 アイヌ舞踊、その心と形―ウトウラノ ホリッパヤン リ
ムセヤン― 
4 1996/10/01 1996/11/15 現代のアイヌ木彫文化展 1996―シシリムカの匠たち― 
5 1997/10/01 1997/10/31 アイヌ語のいま―多彩なアイヌ語的世界への誘い― 
※ 1998/10/01 1998/11/15 アイヌの美・彫る―清野謙次コレクションを中心に― 
6 1999/2/23 1999/3/21  地域を知る、アイヌ文化に学ぶ―博物館と学校、そして
子どもたちのコラボレーション（共同作業）― 





8 2001/02/10 2001/5/13  21 世紀に受けつぐアイヌ伝統文化―新しい世紀に向け
た民族誌・平取編― 
9 2001/09/01 2001/12/15  モレウ―アイヌの渦巻き紋、その多彩な世界― 
10 2002/07/21 2002/12/15  アイヌ文様を活かす私の提案 
11 2004/2/11 2004/3/28  北海道遺産としてのアイヌ語地名 
12 2004/10/01 2004/12/15  IWOR―沙流川流域イウオロの過去・現在・未来―【前
期展】―沙流川流域の IWOR（イウオロ）構想― 
13 2005/01/16 2005/3/06  IWOR―沙流川流域イウオロの過去・現在・未来―【後
期展】―IWOR（イウオロ）について共に考え、創る― 
14 2006/10/15 2006/12/15  北の鍋―アイヌの煮炊具を考える― 
15 2007/10/15 2007/12/15  額平川流域のアイヌ伝統文化 
16 2008/10/15 2008/12/16  物とこころ―萱野茂のみたアイヌの民具― 
17 2009/10/15 2009/12/15  沙流川流域の文化的景観 
18 2010/10/15 2010/12/15 アイヌ伝承地を観る―沙流川流域の文化的景観めぐり
― 
19 2011/1/17 2011/3/20 沙流川流域の農村景観―芽生の暮らしと産業を観る 
※主催：アイヌ文化振興・研究推進機構／共催：名寄市北国博物館、平取町立二風谷アイヌ文化博物館 
（平取町立二風谷アイヌ文化博物館ウェブページ http://www.town.biratori.hokkaido.jp/biratori/nibutani/html/ 










1（1） 1993/2/28 さまざまな試みの現状 
2（2） 1994/2/28 民族文化をとらえる視点 
3（3） 1995/2/27-28 伝統文化を受け継ぐための環境と方法 
第 2 期「現代のア
イヌ文化」 
1（4） 1996/3/1 踊りと歌、そして語りの芸能 
2（5） 1997/2/28 民族工芸の変容と展開 
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世紀と 21 世紀」 
1（7） 1999/2/27-28 地域と歴史をとらえる視点 
2（8） 2000/3/3 変化の様態と動因―何がどのように変
わったのか、何が変えたのか 





























































































































































































実際に展示されている時代は基本的には 120 万年前より昭和 40 年ごろであるが、その
中でも「蝦夷地」が「北海道」と改称され本格的な開拓がなされた明治初期からの歴史が



























ーマ 4「近代のはじまり」の「V 明治維新とアイヌ民族」、テーマ 5「開けゆく大地」の









































































展示会である84。2010 年度までに特別展は 66 回、テーマ展は 155 回開催されている85。そ






















表 3）開拓記念館特別展のうち、2010 年度までのアイヌ民族関係の展示一覧 
種別 回 会期（自） 会期（至） タイトル 
特別展 4 1972/1/20 1972/2/29 北方民族 
テーマ展 34 1981/2/2 1981/2/20 アイヌの服装展 
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テーマ展 31 1981/5/1 1981/7/20 北海道開拓記念館 10 年のあゆみ 
テーマ展 46 1984/1/4 1984/1/29 更科コレクション・けずりかけ 
特別展 25 1984/9/1 1984/11/30 アイヌの装い 
テーマ展 58 1986/1/19 1986/2/16 アイヌの木彫り 
テーマ展 71 1988/2/6 1988/2/28 アイヌの服飾 
特別展 34 1988/10/1 1988/12/4 北への視角 
テーマ展 75 1989/1/28 1989/2/19 アイヌの狩猟具 
特別展 38 1990/8/10 1990/11/4 北方民族資料展 
テーマ展 89 1991/10/1 1991/10/31 文様の世界 
テーマ展 92 1992/8/1 1992/9/23 アメリカのアイヌ民族資料写真展 
テーマ展 96 1993/4/30 1993/5/30 現代に生きるアイヌ文化 
テーマ展 97 1993/10/6 1993/11/3 新収蔵資料 アイヌ絵  
テーマ展 98 1993/11/13 1993/12/12 新収蔵資料 蝦夷錦  
テーマ展 106 1995/4/28 1995/5/26 明治年間の虻田とアイヌの人びと 
特別展 42 1996/6/1 1996/7/28 山丹交易と蝦夷錦 
特別展 ※1 1998/3/1 1998/3/31 アイヌ工芸展 
テーマ展 119 1998/5/16 1998/6/21 ポスターとの対話 ―民族のイメージ
を探る 
特別展 47 1998/9/18 1998/11/3 うるし文化 
テーマ展 125 2000/1/7 2000/2/6 アイヌ衣服展 




2002/4/26 2002/6/9 海を渡ったアイヌの工芸 ―英国人医
師マンローのコレクションから― 
特別展 54 2002/7/12 2002/8/27 描かれた北海道 ―18・19 世紀の絵画
が伝えた北のイメージ― 
テーマ展 135 2003/1/11 2003/2/16 アイヌの生活文化 








2005/4/22 2005/6/19 ロシア民族学博物館アイヌ資料展 ―
ロシアが見た島国の人びと― 
テーマ展 145 2007/1/16 2007/2/18 北の手仕事 
テーマ展 146 2007/2/27 2007/4/1 北方文化へのまなざし ―河野広道が
みた北方世界― 
テーマ展 149 2008/2/22 2008/3/30 近世蝦夷地のすがた 
特別展 64 2008/9/12 2008/11/3 古代北方世界に生きた人びと―交流と
交易― 


























開拓記念館において、2004 年 7 月 6 日から 8 月 8 日まで第 140 回テーマ展「見誤った伝
統？ ―アイヌの機織り技術―」展が開催された。この展示企画は民博との共催であり、







































































































第 3 節 オーストラリアの博物館における事例研究 
 

























これらを含め 2003 年度はテーマ展が 8 回開催された。これらは博物館全体の資料をも
とにした展示であったが、これらとは別に先住民族に関する展示ブースでは”Changing 
Ways”と題されたテーマ展示（'Changing Ways' Display）が行われている。これは先住民族
の現代的な題材についての展示であり、2003 年度は 2 から 3 ヶ月毎に 5 つのテーマが展示
された117。内容は先住民族の現代美術や写真、またそこから発せられる政治的メッセージ
などが扱われた。 
























AHU では前述の 4 番目の項目に関連してアボリジナル・ミュージアム・アウトリーチ・




































































第 2 項 オーストラリアにおける博物館資料返還の意義 
 








数え方がまちまちであるため正確な数値は不明であるが、1995 年から 1997 年まで南オー
ストラリア博物館（South Australian Museum）で「骨格標本の来歴に関するプロジェクト」
（National Skeletal Provenancing Project）に関わったハンチャント（Hanchant, Deanne）によ
れば、来歴が不明とされた遺骨はコレクション中の 5 分の 1 となる 1000 点以上存在してい
たと述べている135ことから、1990 年代半ばの時点では同博物館だけでも 5000 点以上の遺
骨が保管されていたと考えられる。 
また、2001 年に開館したオーストラリア国立博物館（National Museum of Australia）が保
有する遺骨は英国エディンバラ大学（University of Edinburgh）がオーストラリアに返還し




開館時の 2001 年度には 70 以上の先住民族コミュニティ（代理人を含む）から情報が寄せ
られ、5 体の遺骨を返還することができた。この時点では 240 体が南オーストラリアやノ
ーザンテリトリーのコミュニティへの返還待ちとなっていた。その後は、2002 年度・405
体、2003年度・132体（※本年度は 42体の遺骨及び 846点の祭礼具が他の博物館より移管）、



















































































































































































































































































































第 1 節 文化の維持・発展・創造としての観光の視点から見た博物館 
 



































項目 2005 2006 2007 2008 2009 平均 
美術館･博物館･動植物園･水族館 12.4% 13.3% 12.0% 12.7% 12.7% 12.6%
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テーマパーク･遊園地 9.6% 9.4% 8.9% 9.8% 9.5% 9.4% 
立寄温泉･温浴施設･エステ 9.1% 8.3% 8.7% 7.6% 7.7% 8.3% 
ゴルフ場･テニスコートなど 2.3% 2.3% 2.1% 2.2% 1.6% 2.1% 
スポーツ観戦･芸術鑑賞（舞台･映画
など） 
1.3% 2.2% 1.8% 1.9% 2.1% 1.9% 
観光農園 1.2% 1.3% 1.4% 1.2% 1.2% 1.3% 
スキー場リフト代 1.4% 1.2% 1.3% 1.3% 1.1% 1.3% 
遊漁船（釣り、ホエールウォッチン
グなど） 
1.0% 1.0% 0.9% 1.2% 1.2% 1.1% 
展示会･コンベンションなど参加費 0.9% 1.1% 0.8% 1.0% 0.8% 0.9% 
























































































































































































































エコミュージアムとは 1971 年 ICOM（International Council of Museums）の第 9 回博物館
全体会議の場でプージャッド（Poujade, Robert）により初めて用いられた用語であり、生態








































































































































































































第 2 節 伝統的生活空間（「イオル」）の再生と白老アイヌ民族博物館 
 



























































種別 回 会期（自） 会期（至） タイトル 
企画展 1 1984/7/22 1984/8/31 アイヌのおまじない 
企画展 2 1985/7/5 1985/8/31 北方民族展 
企画展 3 1986/7/15 1986/8/31 東北地方とアイヌ文化 
企画展 4 1987/7/15 1987/8/31 ソビエト連邦極東少数民族展 
企画展 5 1988/7/15 1988/8/31 近代白老アイヌのあゆみ 
企画展 6 1989/8/15 1989/9/30 北方圏の人々 
企画展 7 1990/8/5 1990/9/5 八重山展～石垣島のまつりと文化～ 
企画展 8 1991/9/1 1991/9/30 アイヌの衣服文化 
企画展 9 1993/7/24 1993/8/29 亮昌寺資料展 
特別展 1 1993/9/5 1993/9/19 北方民族の詩（※1） 
企画展 10 1994/7/21 1994/9/3 描かれた近世アイヌの風俗 
企画展 11 1996/9/1 1996/10/15 樺太アイヌ―児玉コレクション― 
特別展 2 1998/2/1 1998/2/22 アイヌの装い・美―土佐林コレクショ
ンの世界（※2） 
特別展 3 1999/1/31 1999/3/10 テケカラペ―女のわざ―ドイツコレク
ションから―（※2） 
特別展 4 2000/4/28 2000/7/31 スコルト・サーミの世界（※3） 
テーマ展 1 2002/7/1 2002/9/30 アイヌの儀礼具―イクパスイを中心に 
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テーマ展 2 2002/10/5 2003/1/28 アイヌの編み文様―エムシアッを中心
に 
テーマ展 3 2003/2/8 2003/2/9 ポロトコタン冬のくらし 
テーマ展 4 2003/2/8 2003/3/31 まちのアイヌ工芸展 
企画展 12 2003/8/1 2003/9/2 絵画にみるアイヌの風俗 
企画展 13 2003/9/6 2003/11/9 北方民族の工芸 
企画展 14 2005/10/29 2006/1/23 西平ウメとトンコリ 
企画展 15 2007/8/18 2007/9/17 アイヌ語地名を歩く―山田秀三の地名
研究から― 
特別展 5 2007/9/22 2007/11/18 魚は山で獲る―シラオイコタンの漁撈
文化 
企画展 16 2007/11/23 2008/2/18 絵葉書の中のアイヌ 
特別展 6 2009/1/31 2009/3/22 タマサイ―連なるかたち・連なる想い 
テーマ展 5 2009/9/25 2009/10/31 こどもアイヌ語教室作品展 
写真展 1 2009/10/3 2009/11/8 赤阪友昭写真展［The Myth ―神話の記
憶―］ 





















年度 人 年度 人 年度 人 
1976 年度 623,559 1988 年度 733,587 2000 年度 318,392 
1977 年度 570,954 1989 年度 806,486 2001 年度 295,009 
1978 年度 599,327 1990 年度 840,116 2002 年度 264,478 
1979 年度 634,788 1991 年度 871,621 2003 年度 284,275 
1980 年度 645,052 1992 年度 772,682 2004 年度 265,134 
1981 年度 616,374 1993 年度 650,356 2005 年度 230,938 
1982 年度 579,551 1994 年度 577,105 2006 年度 246,963 
1983 年度 548,391 1995 年度 507,068 2007 年度 256,240 
1984 年度 602,166 1996 年度 512,202 2008 年度 214,026 
1985 年度 579,597 1997 年度 474,821 2009 年度 195,383 
1986 年度 613,999 1998 年度 407,288 2010 年度 202,803 























































































































































































2009 年 7 月に「アイヌ政策のあり方に関する有識者懇談会報告書」が出された。これは





















































「象徴空間」についてはその後、2011 年 6 月にアイヌ政策推進会議の作業部会から『「民













































































































いる現状も無視するわけにはいかない。その議論の最たるものは第 2 章第 2 節で述べた「先
住民族の権利に関する国連宣言」であろう。同宣言の第 8 条及び第 11 条から第 13 条では
文化に関しての権利が明示されている。これらは民族としてのアイデンティティを保持し、
また伝承していくために重要な事項となっているのである。 
第 12 条では祭礼具や遺骨の返還（repatriation）について述べられているが、これは第 2































































































































































































承意欲の向上を図ろうとする事業」5であり、1997 年度より毎年ほぼ 1 回（1997 年度及び
1998 年度は 2 回開催）、2011 年度までに 17 回開催されている。また、「伝統的生活空間


















第 1 節 アイヌ民族関連の特別展とアイヌ工芸品展の分析 
 



















る7。中村は 19 世紀末・20 世紀初期、1940～70 年代、1980 年代、1990 年代前半、1990 年

























日本でアイヌ民族に関する資料がどの程度保管されているかに関しては、第 3 章第 2 節
第 1 項でも述べた 2009 年に北海道大学アイヌ・先住民研究センター行った調査がある10。
この調査では各機関に対し民具資料・映像資料・写真資料・音声資料・文献資史料・絵画
資料・出土文化財の有無を尋ねているが、最も多く所蔵されているのは民具資料であり、







進機構が小学校 4 年生及び中学校 2 年生に配布している副読本である『アイヌ民族：歴史
と現在―未来を共に生きるために』に記載があり、北海道内では 22 箇所、北海道外では 8















年 北海道内 北海道外 計 
1990 2 2 1 1 3 3 
1991 7 6 4 1 11 7 
1992 4 4 2 1 6 5 
1993 8 8 9 7 17 15 
1994 7 7 5 4 12 11 
1995 7 7 5 4 12 11 
1996 8 8 4 4 12 12 
1997 5 5 4 4 9 9 
1998 12 10 3 2 15 12 
1999 5 5 6 3 11 8 
2000 4 4 8 7 12 11 
2001 7 7 3 3 10 10 
2002 8 7 4 4 12 11 
2003 10 9 6 4 16 13 
2004 10 9 5 5 15 14 
2005 9 9 3 3 12 12 
2006 6 6 2 2 8 8 
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2007 17 17 5 3 22 20 
2008 8 7 4 4 12 11 
2009 17 16 2 2 19 18 
2010 6 5 3 2 9 7 
2011 10 10 2 1 12 11 
計 177 168 90 71 267 239 
※表中の網掛け部分は特別展タイトルからアイヌ関係資料がある可能性が指摘できるものの、詳細が確
認できなかったものを除いた数字である。 





表 2）博物館ごとのアイヌ民族関連特別展の開催状況（2 回以上開催） 
館名 件数 
北海道開拓記念館 33 32 
北海道立北方民族博物館 27 23 
アイヌ民族博物館 21 21 
平取町立二風谷アイヌ文化博物館 21 21 
○国立民族学博物館 9 6 
北海道立文学館 7 7 
○東北福祉大学芹沢銈介美術工芸館 7 5 
旭川市博物館 6 6 
市立函館博物館（含・五稜郭分館） 6 6 
○大阪人権博物館（大阪人権歴史資料館） 5 5 
帯広百年記念館 5 5 
名寄市北国博物館 5 5 
市立函館博物館 5 5 
小樽市総合博物館（小樽市博物館） 4 4 
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仙台藩白老元陣屋資料館 4 3 
北海道立近代美術館 4 3 
○青森県立郷土館 4 2 
○静岡市立芹沢銈介美術館 4 2 
○秋田県立博物館 3 3 
○大阪府立近つ飛鳥博物館 3 3 
○岩手県立博物館 3 1 
○青森市歴史民俗展示館「稽古館」 2 2 
○板橋区立郷土資料館 2 2 
○川崎市市民ミュージアム 2 2 
釧路市立博物館 2 2 
中原悌二郎記念旭川市彫刻美術館 2 2 
北海道大学総合博物館 2 2 
北海道立旭川美術館 2 2 
北海道立帯広美術館 2 2 
○早稲田大学會津八一記念博物館 2 2 
○東京家政大学博物館 2 1 














特別展の開催状況だが、1990 年から 2011 年までに北海道では 168 件、北海道外では 71
件、合計 239 件が開催された（表 1）13。2000 年以降では 2006 年と 2010 年に落ち込みが
見られるものの、1990 年代は 93 件、2000 年代は 128 件と概ね増加傾向にあるといえる。









中約 3 分の 1 が現代作家によるものであり、また萱野茂・れい子へのインタビュー、秋辺










るものである。2007 年に開催された 6 件のうち 3 件は「ミニ展示」として小規模で開催さ
れた。この一連の展示企画は地名を展示テーマとしているために、後述する財団法人アイ
ヌ文化振興・研究推進機構によるものとは反対に地域密着型となっているといえる。2009
年も多くの特別展が開催されたが、このうちの 4 件はアイヌ民族博物館によるもの、3 件
は財団法人アイヌ文化振興・研究推進機構によるものである。アイヌ民族博物館において





























前）」は 58 件（47％）、「社会（現代）」は 31 件（25％）、「美術」は 34 件（28%）で
ある。 
「社会（近代以前）」が「社会（現代）」と比較して収集対象となる年代が広いことを




取町立二風谷アイヌ文化博物館が主催したものが 9 件、北海道開拓記念館主催が 7 件（う





















第 2 項 財団法人アイヌ文化振興・研究推進機構によるアイヌ工芸品展の分析 
 


















































○所蔵先及び点数：サハリン州立郷土博物館（Сахалинский государственный областной 

























○所蔵先及び点数：大阪府立近つ飛鳥博物館（図録掲載 59 点・未掲載 1 点）、旭川市
博物館（図録掲載 36 点・未掲載 12 点）、平取町立二風谷アイヌ文化博物館（図録掲
載 25 点・未掲載 49 点）、アイヌ民族博物館（図録掲載 14 点・未掲載 2 点） 
○資料情報：資料名（日本語・アイヌ語・英語）、所蔵館資料番号、寸法、所有、写真
掲載の有無、備考 





























○所蔵先及び点数：国立ベルリン民族学博物館（Staatliches Museum für Völkerkunde, Berlin、
48 点）、州立ライプチッヒ民族学博物館（Museum für Völkerkunde zu Leipzig、16 点）、
ケルン市立ラオテンシュトラウホ-ヨースト民族学博物館（Rautenstrauch-Joest-Museum 








また一部の資料は収集者も示されている。ほとんどが 19 世紀後半から 20 世紀初頭に収集
されたものである。会場はアイヌ民族博物館 1 館のみであったが、複数箇所で展示を行わ

















立函館博物館（24 点）、帯広百年記念館（21 点）、北海道家庭学校博物館（12 点）、
天理大学附属天理図書館（11 点）、芽室町教育委員会（10 点）、東京国立博物館（9
点）、大英博物館（The British Museum、9 点）、浦幌町郷土博物館（7 点）、市立函
館図書館（6 点）、本別町歴史民俗資料館（5 点）、個人（5 点）、幕別町教育委員会
（4 点）、陸別町教育委員会（4 点）、国立スコットランド博物館（National Museum of 
Scotland、4 点）、音更町教育委員会（3 点）、十勝毎日新聞社（3 点）、北海道開拓
記念館（2 点）、ハイデルベルク民族学博物館（Heidelberg Ethnology Museum、2 点）、






















































































































































あるいは比較となる作家や作品を併せて紹介している。「かたち」では 65 名 98 点（うち


























物館（23 点）、市立函館博物館（20 点）、板橋区立郷土資料館（4 点）、北海道大学





































エフが見た 20 世紀はじめのアイヌ文化を紹介する44 
○所蔵先及び点数：サンクト・ペテルブルク市ロシア民族学博物館（Российский 





























館（9 点）、天理大学附属天理参考館（9 点）、個人（9 点）、青森市教育委員会（8
点）、静岡市立芹沢銈介美術館（7 点）、函館市中央図書館（7 点）、松浦武四郎記
念館（7 点）、広島県立歴史博物館（6 点）、日本民藝館（5 点）、早稲田大学會津八















































ち」では 21 名 46 点、「卓越した技」では 5 名 18 点、「新しい風」では 9 名 25 点を掲載
している。これらのうち、9 名は 2003 年度開催の展示にも作品を出品している。そのため、





















○所蔵先及び点数：ペンシルバニア大学考古学人類学博物館（University of Pennsylvania 








































ヌ絵 12 点を、それぞれ借用して展示・公開する56 
○所蔵先及び点数：サンクト・ペテルブルク市ロシア民族学博物館（215 点）、オムス













平沢屏山に関しては 1999 年度の「アイヌの四季と生活 ～十勝アイヌと絵師・平沢屏山～」
展においても展示されていたが、今回はオムスク州立造形美術館が収蔵する 12 枚の平沢屏
山のアイヌ絵を日本で初めて公開することになったものである。また、樺太アイヌの資料














































für Völkerkunde zu Leipzig、149 点）、北海道開拓記念館（25 点）、ドレスデン民族学






























ものであり、2011 年度までに個人所蔵を除き計 69 ヶ所から協力を得ている。主な所蔵先
はアイヌ民族博物館（計 6 回の工芸品展に出品、のべ 503 点の資料を展示）、市立函館博
物館（計 6 回、のべ 238 点）、函館市中央図書館（計 5 回、のべ 15 点、2005 年 10 月まで
の名称は「市立函館図書館」）、北海道開拓記念館（計 4 回、のべ 197 点）、旭川市博物
館（計 4 回、のべ 126 点）、東京国立博物館（計 3 回、のべ 47 点）などであった。また、
2011 年度までの工芸品展のうち、海外資料を中心としているのは 7 回であった。資料情報
に関して、資料名（作品名）及び寸法（計測値など）については全ての図録において掲載







展示会場については 1999 年度より原則的に道内と道外の両方で開催している（2000 年






































第 2 節 アイヌ民族博物館における伝承者育成事業の分析 
 













ている者」「18 歳から 35 歳までの者」「アイヌの子息であること」などが挙げられてい
る。また、受講にあたっての経済的な支援も行われており、白老町内の住居を斡旋すると
ともに、推進機構による家賃及び上下水道・ガスの基本料負担、道内研修などの旅費支給、
参加奨励費の支給がされている。2008 年度から 2010 年度の第 1 期（2008 年度のみ 8 月か
ら 3 月）には道内・道外あわせて計 8 名が受講したが、最終的に 5 名が修了した。平成 23
年度からの第 2 期では 5 名が受講している。 
それでは具体的に博物館で行われている研修内容について検討したい。研修は月 20 日



































表 1）第 1 期に行われた研修（カリキュラム案（※1）の分類による） 
科目 2008 年度 2009 年度 2010 年度 合計（割合） 
共通 19.0 61.5 69.5 150.0（11.7%） 
動物利用 13.0 0 1.0 14.0（1.1%） 
植物利用 59.5 68.5 40.5 168.5（13.1%） 
工芸 54.0 39.0 102.5 195.5（15.2%） 
身体技法 28.0 31.5 13.0 72.5（5.6%） 
料理 5.0 6.0 22.5 33.5（2.6%） 
精神文化 33.5 21.0 15.5 70.0（5.4％） 
アイヌ語 48.0 155.0 128.0 331.0（25.8%） 
歴史 9.5 17.5 11.5 38.5（3.0%） 
法学 1.0 0 0 1.0（0.1%） 
教材基礎 26.0 77.5 59.0 162.5（12.6%） 
その他（※2） 21.5 23.5 29.0 74.0（5.8%） 
合計 318.0 501.0 492.0 1311.0（100%） 
（事業カリキュラム案及び 2008～2010 年度担い手育成事業実績より筆者作成） 
※1 カリキュラム案には研修科目の 1 回の時間数と回数、実施時期について記されている
が、回数には「○回」となっているものと「週○回」となっているものが混在している
























科目 2008 年度 2009 年度 2010 年度 合計（割合） 
動植物利用・工芸 104.0 100.5 142.0 346.5（26.4%）
アイヌ語 50.0 155.0 128.0 333.0（25.4%）
教材作成 31.5 82.0 65.0 178.0（13.6%）
自然観察 23.0 46.0 51.5 120.5（9.2%）
信仰・儀礼 39.5 21.0 26.5 87.0（6.6%）
一般教養 17.0 31.0 29.5 77.5（6.0%）
芸能・舞踊 20.0 31.5 13.0 64.5（4.9%）
食文化・料理 17.5 21.5 25.5 64.5（4.9%）
自主研修 8.0 10.0 4.0 22.0（1.7%）
会議・振り返り 7.5 1.5 7.0 16.0（1.2%）



















































































































































































































































































































かについて、そして第 3 章及び第 4 章から提起される国際的な先住民族の権利獲得の流れ
の中で、博物館が先住民族の文化を語ってきたことに対して自省的となり、その活動を見
直し新たな試みを行う中で、多文化教育の理念がどのように適用できるかについてさらに








































































































































































































































































































































































































































本章では第 2 部、特に第 3 章から提起された課題である博物館が民族の歴史や文化を主
流社会の視点のみで提示し、アイヌ民族に対して「過去のもの」「下位のもの」といった
差別的なイメージを形成してきてしまったことに対し、博物館はどのような専門性を発揮






























































































































































































































権利宣言は ILO 第 107 号条約に見られたような社会進化論的同化主義について強く否定
したものであった。特に民族に関する活動を行っている博物館に関係した条文としては第
















リア博物館協会が策定した「かつての所蔵品と新たな義務」（Previous Possessions, New 
Obligations: PPNO）と「連続した文化と継続する責任」（Continuous Cultures, Ongoing 



































































































































































































































































































































































































資料 1 アイヌ民族関連特別展一覧（1990 年から 2011 年まで） 
 
※本表は第 5 章第 1 節のアイヌ民族に関する特別展についての分析に使用した。 
※本表作成の目的は日本全国でどの程度アイヌ民族に関する特別展が開催されてきた





















































夷酋列像 200 年 蠣崎波響と
その時代展 
開館 5 周年記念 
1991/9/1 1991/9/30 アイヌ民族博物
館 
アイヌの衣服文化 第 8 回企画展 
1991/9/1 1991/10/18 利尻町立博物館 装う―ファッションの源流  
1991/9/18 1991/11/24 岩手県立博物館 北国の樹皮文化  
1991/10/1 1991/10/31 北海道開拓記念
館 
文様の世界 第 89 回テーマ展 
1991/12/7 1992/1/12 板橋区立美術館 蠣崎波響とその時代  
1992/2/8 1992/3/15 北海道立北方民
族博物館 



































































































第 98 回テーマ展 














TENTACLE 砂澤ビッキ展  





描かれた近世アイヌの風俗 開館 10 周年記念・第
10 回企画展 
























































第 106 回テーマ展 
1995/4/-- 1995/11/30 国際染織美術館 アイヌの衣裳展 開始日不明 
1995/7/22 1995/9/17 福島県立博物館 海のまくあけ―漂流・探検・
海防そして開国 
 












































1996/2/10 1996/3/10 林原美術館 シーボルト父子のみた日本 















山丹交易と蝦夷錦 第 42 回特別展 
1996/6/22 1996/8/25 仙台藩白老元陣
屋資料館 




































































第 12 回特別展 






























































第 46 回特別展 


























































































































































2000/9/9 2000/10/9 名古屋市博物館 馬場・児玉コレクションにみ



























第 50 回特別展 
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美しき北の文様 the brilliant 
northern design 
第 16 回特別展 











































第 54 回特別展 
2002/7/19 2002/9/26 北海道立北方民
族博物館 














2002/8/3 2002/9/23 北海道立文学館 大自然に抱擁されて―知里幸
恵「アイヌ神謡集」の世界へ 
特別企画展 
2002/9/14 2002/11/10 帯広百年記念館 120 年より前の帯広  
2002/9/14 2002/12/8 静岡市立芹沢銈
介美術館 


















アイヌの生活文化 第 135 回テーマ展 








ポロトコタン冬のくらし 第 3 回テーマ展 
2003/2/8 2003/3/31 アイヌ民族博物
館 










第 18 回特別展 








絵画にみるアイヌの風俗 第 12 回企画展 
2003/9/6 2003/11/9 アイヌ民族博物
館 





第 57 回特別展 




2003/10/7 2003/11/24 東北歴史博物館 鮭―秋味を待つ人々  









































第 140 回テーマ展 



















第 59 回特別展 
























































































2005/7/16 2005/9/25 小樽市博物館 描かれた岸辺のアイヌ 旅の
絵師がのこしたスケッチ 
























2006/8/22 2006/10/29 余市水産博物館 海に生きるアイヌ民族 第 32 回特別展 











































カラ ワ ウンコレ ヤン（作っ
たものをみてください） 





























































2007/9/2 2007/10/26 美幌博物館 北海道を探検した男・松浦武
四郎―未知への憧れ・挑戦 
 












































































第 149 回テーマ展 




















































































第 153 回テーマ展 
2009/5/30 2009/7/20 北海道立文学館 語り、継ぐ。―アイヌ口承文
芸の世界 
企画展 





























































2009/11/21 2010/1/17 北海道立文学館 サハリンを読む―遙か「樺太」
の記憶 
企画展 

















































































ナ  イカラカラアシ  ルウェタ
パンナ 
第 156 回テーマ展 
2011/2/18 2011/5/8 北海道大学総合
博物館 




















2011/9/13 2011/12/4 豊田市民芸館 日本民藝館コレクション―柳
宗悦の眼 
 
















































資料 2 伝承者（担い手）育成事業授業一覧（第 1 期） 
 
※本表はアイヌ民族博物館の報告による「担い手育成事業実績 2008 年度～2010 年度」を




※本表は第 5 章第 2 節のアイヌ民族博物館における伝承者育成事業の分析に使用した。 












年月 分類 分類 研修科目 テーマ・内容 実施場所 
2008 年 
8/5 午前 会議・振り返り ※ 開講式  
8/5 午後 会議・振り返り ※ オリエンテーション  
8/6 午前 教材作成 教材開発基
礎 
記録の手法 1  
8/6 午後 教材作成 教材開発基
礎 
 
記録の手法 1  
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8/7 午前 教材作成 教材開発基
礎 
記録の手法 2  
8/7 午後 教材作成 教材開発基
礎 
記録の手法 2  
8/8 午前 教材作成 教材開発基
礎 
記録の手法 3  
8/8 午後 教材作成 教材開発基
礎 
記録の手法 3  
8/10 午前 芸能・舞踊 身体技法 芸能 2「ムックリ（製作・演奏）」  
8/10 午後 芸能・舞踊 身体技法 芸能 3「ムックリ（製作・演奏）」  
8/11 午前 アイヌ語 アイヌ語 1 表記・発音の基礎 2  
8/11 午後 自然観察 植生調査 イオル事業地見学会 白老町 
8/12 午前 動植物利用・工芸 身体技法 生業 1 講座「アイヌの漁労」  
8/12 午後 動植物利用・工芸 身体技法 生業 1 講座「白老アイヌの漁労
（sirkap）」 
 
8/16 午前 動植物利用・工芸 身体技法 芸能 1 講座「ストレッチ・ボイスト
レーニング 1」 
 
8/16 午後 信仰・儀礼 料理 2 講座・実習「儀礼料理シト」  
8/17 午前 信仰・儀礼 動物利用 儀礼参加「sirkap 送り」  
8/17 午後 信仰・儀礼 精神文化 儀礼参加「sinnurappa」  
8/19 午前 芸能・舞踊 身体技法 芸能 1 基本 3 講義「アイヌ芸能の概
要」 
 
8/19 午後 教材作成 教材開発基
礎 
パソコン講座ワード  
8/20 午前 アイヌ語 アイヌ語 1 語彙「基礎語彙のデータベース化」  
8/20 午後 教材作成 教材開発基
礎 
パソコン講座ワード  
8/21 午前 動植物利用・工芸 植物利用 工芸「植生調査（kuma 材採取）」 白老町 
8/21 午後 動植物利用・工芸 植物利用 工芸「kuma 材皮むき（加工処理）」  
 268 
 
8/22 午前 動植物利用・工芸 植物利用 工芸講義「靭皮繊維の処理」  
8/22 午後 教材作成 教材開発基
礎 
パソコン講座ワード  
8/24 午前 信仰・儀礼 精神文化 神事儀礼実習「cipsanke」見学 平取町 
8/24 午後 信仰・儀礼 精神文化 神事儀礼実習「cipsanke」見学 平取町 
8/25 午前 動植物利用・工芸 植物利用 工芸 3 実習「kuma の作製」  
8/25 午後 動植物利用・工芸 植物利用 工芸 3 実習「kuma の作製」  
8/26 午前 動植物利用・工芸 植物利用 工芸素材 1「シナノキの加工 1 実習
（樹皮処理）」 
 
8/26 午後 動植物利用・工芸 植物利用 工芸素材 1「シナノキの加工 1 実習
（樹皮処理）」 
 
8/27 午前 動植物利用・工芸 植物利用 工芸素材 1「シナノキの加工 2 実習
（樹皮処理）」 
 
8/27 午後 動植物利用・工芸 植物利用 工芸素材 1「シナノキの加工 2 実習
（樹皮処理）」 
 
8/28 午前 自然観察 自然観察 関連講義「アイヌ民族の植物利用」  
8/28 午後 自然観察 自然観察 植生調査（ポロトの森） ポロト湖畔
8/29 午前 アイヌ語 アイヌ語 1 語彙「基礎語彙のデータベース化」  
8/29 午後 アイヌ語 アイヌ語 1 語彙「発音音声ファイル作成」  
8/30 午前 芸能・舞踊 芸能 1 講座「ストレッチ・ボイストレーニ
ング 2」 
 
8/30 午後 教材作成 教材開発基
礎 
パソコン講座ワード  
9/2 午前 会議・振り返り 座談会 1 担い手育成事業について 目標等  
9/2 午後 芸能・舞踊 身体技法 芸能 2「ムックリ製作 2」  
9/3 午前 アイヌ語 アイヌ語 1 語彙「基礎語彙のデータベース化」  
9/3 午後 アイヌ語 アイヌ語 1 語彙「発音音声ファイル作成」  







9/4 午後 自然観察 自然観察 植生調査 ポロト湖畔
9/5 午前 信仰・儀礼 動物利用 精神文化「petkamuynomi」儀礼参加 ウヨロ川 
9/5 午後 動植物利用・工芸 工芸 基礎実習「編み 4 本・6 本・8 本」  
9/6 午前 芸能・舞踊 身体技法 芸能 3・各地舞踊見学「アイヌ文化
フェスティバル」 
室蘭市 
9/6 午後 芸能・舞踊 身体技法 芸能 3・各地舞踊見学「アイヌ文化
フェスティバル」 
室蘭市 
9/7 午前 動植物利用・工芸 身体技法 生業 1 海漁見学「地引網み」体験交
流事業 
白老町 
9/7 午後 動植物利用・工芸 身体技法 生業 1 海漁見学「地引網み」体験交
流事業 
白老町 
9/10 午前 動植物利用・工芸 植物利用 工芸素材 2「ガマの採取」 白老町 
9/10 午後 動植物利用・工芸 植物利用 工芸素材 2「ガマの採取」 白老町 
9/11 午前 動植物利用・工芸 植物利用 工芸素材 2「ガマの処理 1」  
9/11 午後 動植物利用・工芸 植物利用 工芸素材 2「ガマの処理 1」  
9/12 午前 動植物利用・工芸 身体技法 生業 3・川漁見学「ラウォマプ」体
験交流事業 
ウヨロ川 
9/12 午後 アイヌ語 アイヌ語 1 語彙「基礎語彙のデータベース化」  
9/13 午前 信仰・儀礼 身体技法 生業 3・精神文化儀礼見学実習「ア
シリチェップノミ」 
札幌市 
9/13 午後 信仰・儀礼 身体技法 生業 3・精神文化儀礼見学実習「ア
シリチェップノミ」 
札幌市 
9/16 午前 アイヌ語 アイヌ語 2 聴解  
9/16 午後 動植物利用・工芸 工芸 編み 3 本編み、4 本編み、8 本編み  
9/17 午前 アイヌ語 アイヌ語 1 語彙「基礎語彙のデータベース化」  
9/17 午後 アイヌ語 アイヌ語 1 語彙「発音音声ファイル作成」  
9/18 午前 一般教養 歴史考古 1 遺跡見学「厚真町チャシ等遺跡」 厚真町 





9/19 午前 芸能・舞踊 身体技法 芸能 1・基本 3 視聴「阿寒アイヌ民
族文化保存会」 
 
9/19 午後 芸能・舞踊 身体技法 芸能・歌踊り実習「ウポポ」「イヨ
マンテリムセ」 
 
9/20 午前 芸能・舞踊 身体技法 芸能 1 基本 1「ストレッチ 3」・基
本 2「ボイストレーニング 3」 
 
9/20 午後 教材作成 教材開発基
礎 
ワープロ講座 5  
9/23 午前 信仰・儀礼 精神文化 儀礼見学実習「シャクシャイン法要
祭」 
新ひだか町
9/23 午後 信仰・儀礼 精神文化 儀礼見学実習「シャクシャイン法要
祭」 
新ひだか町
9/25 午前 自然観察 自然観察 植物調査（町内素材供給ゾーン） 白老町 
9/25 午後 自然観察 自然観察 植物調査（町内素材供給ゾーン） 白老町 
9/26 午前 アイヌ語 アイヌ語 1 語彙「基礎語彙のデータベース化」  
9/26 午後 アイヌ語 アイヌ語 1 語彙「発音音声ファイル作成」  
9/27 午前 芸能・舞踊 身体技法 芸能 1 基本 1「ストレッチ 4」・基
本 2「ボイストレーニング 4」 
 
9/27 午後 教材作成 教材開発基
礎 
パソコン講座ワード  
9/28 午前 自然観察 自然関連講
義 
オヒョウの帯の話  
9/28 午後 1 一般教養 視聴 「アイヌ文化に学ぶ」  
9/28 午後 2 会議・振り返り 座談会 2 「事業 2 か月を終えて等」  
10/1 午前 1 信仰・儀礼 精神文化 儀礼参加「チュプカムイノミ」  
10/1 午前 2 一般教養 歴史講座 「北海道史概説」  
10/1 午後 一般教養 歴史講座 「アイヌ及び周辺の歴史概説」、映
像視聴「STV 制作夷酋列像」 
 
10/2 午前 食文化・料理 植物利用 食用・薬用講義「アイヌの有用植物」  
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10/2 午後 自然観察 植物利用 観察会 ポロト湖畔
10/3 午前 アイヌ語 アイヌ語 講義「名前の付け方」「自分のアイ
ヌレへを付ける」 
 
10/3 午後 アイヌ語 アイヌ語 1 語彙「発音音声ファイル作成」  
10/4 午前 芸能・舞踊 身体技法 芸能 1・基本 1「ストレッチ」・基
本 2「ボイストレーニング」 
 
10/4 午後 教材作成 教材開発基
礎 1 
パソコン講座ワード  




10/5 午後 自然観察 自然関連講
座 
動物利用「ピパ採取と儀礼」 千歳市 
10/8 午前 アイヌ語 アイヌ語 1 語彙「基礎語彙のデータベース化」  
10/8 午後 アイヌ語 アイヌ語 1 語彙「発音音声ファイル作成」  
10/9 午前 アイヌ語 アイヌ語 1 語彙「基礎語彙のデータベース化」  
10/9 午後 アイヌ語 アイヌ語 1 語彙「発音音声ファイル作成」  
10/10 午前 動植物利用・工芸 動物利用 道具「ピパ作り」  
10/10 午後 動植物利用・工芸 動物利用 道具「ピパ作り」  
10/14 午前 食文化・料理 植物利用 栽培作物「アマムチャ」 白老町 
10/14 午後 食文化・料理 植物利用 栽培作物「アマムチャ」 白老町 
10/15 午前 アイヌ語 アイヌ語 1 語彙「基礎語彙のデータベース化」  
10/15 午後 アイヌ語 アイヌ語 1 語彙「発音音声ファイル作成」  
10/16 午前 自然観察 自然観察 植物調査 白老町 
10/16 午後 自然観察 自然観察 植物調査 白老町 
10/17 午前 信仰・儀礼 精神文化 講座「コタンノミの進行と内容」  
10/17 午後 信仰・儀礼 精神文化 講座「コタンノミの進行と内容」  






10/18 午後 信仰・儀礼 精神文化 講座「コタンノミ 祈り詞と男女の
役割について」 
 








10/22 午前 アイヌ語 アイヌ語 1 語彙「基礎語彙のデータベース化」  
10/22 午後 アイヌ語 アイヌ語 1 語彙「発音音声ファイル作成」  
10/23 午前 動植物利用・工芸 工芸 道具「イテセ用の pi（石）採集」 白老町 
10/23 午後 1 動植物利用・工芸 工芸 道具「pi（石）採集」 白老町 
10/23 午後 2 食文化・料理 植物利用 「ラウラウの試食」  
10/24 午前 1 アイヌ語 アイヌ語 1 小テスト  
10/24 午前 2 アイヌ語 アイヌ語 1 語彙「基礎語彙のデータベース化」  
10/24 午後 アイヌ語 アイヌ語 2 聴解「カムイユカラ」  
10/25 午後 動植物利用・工芸 ※工芸 札幌大学シンポジウム参加「アイヌ
のモノと技の世界」 
札幌大学 
10/26 午後 動植物利用・工芸 ※工芸 札幌大学公開講座参加「アイヌのモ
ノと技の世界」 
札幌大学 
10/29 午前 動植物利用・工芸 ※工芸 シンポジウム参加レポート作成  
10/29 午後 動植物利用・工芸 ※工芸 シンポジウム参加レポート作成  
10/30 午前 自然観察 植物利用 講義「アイヌ語の植物名について」  
10/30 午後 自然観察 植物利用 観察会「植物調査」 ポロト休養
林 
10/31 午前 信仰・儀礼 精神文化 儀礼の準備「コタンノミ」イナウケ  
10/31 午後 信仰・儀礼 精神文化 儀礼の準備「コタンノミ」シト作
り・酒濃し 
 
11/1 午前 信仰・儀礼 精神文化 儀礼参加「コタンノミ」  





11/2 午後 一般教養 ※歴史 公開講座「伝承から探るアイヌの社
会」聴講 
札幌大学 
11/5 午前 1 アイヌ語 アイヌ語 小テスト  
11/5 午前 2 アイヌ語 アイヌ語 1 語彙「基礎語彙のデータベース化」  
11/5 午後 アイヌ語 アイヌ語 2 聴解「静内の人の声が良い訳」oyna  
11/6 午前 教材作成 植物利用 植物観察「担当樹の決定」 ポロト湖畔
11/6 午後 教材作成 植物利用 担当樹の解説プログラム作成  
11/7 午前 信仰・儀礼 民具講座 儀礼の道具  
11/7 午後 一般教養 民具講座 視聴「世界がみとめたアイヌ文化」
（NHK） 
 
11/8 午前 一般教養 博物館見学 旭川市博物館 旭川市博物
館 




11/11 午前 アイヌ語 アイヌ語 1 語彙「基礎語彙のデータベース化」  
11/11 午後 アイヌ語 アイヌ語 2 聴解「「静内の人の声が良い訳」oyna  
11/12 午前 教材作成 植物利用 植物解説「担当樹の解説」 ポロト湖畔
11/12 午後 一般教養 地域講座 白老の歴史とアイヌ語地名  
11/13 午前 1 アイヌ語 アイヌ語 小テスト  
11/13 午前 2 アイヌ語 アイヌ語 2 聴解「まじない詞」  
11/13 午後 アイヌ語 アイヌ語 1 語彙「基礎語彙のデータベース化」  
11/14 午前 アイヌ語 アイヌ語 2 聴解「「静内の人の声が良い訳」
oyna」 
 
11/14 午後 アイヌ語 アイヌ語 2 聴解「「静内の人の声が良い訳」
oyna」 
 
11/15 午前 アイヌ語 ※アイヌ語 アイヌ文化関連事業「イタカンロ
ー」見学 
むかわ町 





11/18 午前 動植物利用・工芸 工芸 5 道具「カプメスプ」作成  
11/18 午後 動植物利用・工芸 工芸 5 道具「カプメスプ」作成  
11/19 午前 動植物利用・工芸 動物利用 サケ皮の処理  
11/19 午後 動植物利用・工芸 動物利用 サケ皮の処理  
11/20 午前 食文化・料理 料理 実習「骨と鹿肉のオハウ」  
11/20 午後 動植物利用・工芸 動物利用 サケ皮の処理  
11/21 午前 食文化・料理 植物利用 薬用「ナギナタコウジュ採取」 白老町 
11/21 午後 アイヌ語 アイヌ語 2 聴解「静内の人の声が良い訳」oyna  
11/22 午前 食文化・料理 植物利用 講座「アイヌの有用植物」、観察会  
11/22 午後 一般教養 法令講座 日本のアイヌ民族政策について 白老社会福
祉センター
11/23 午前 動植物利用・工芸 衣文化関連
講座 
アイヌの衣服文化  
11/23 午後 一般教養 歴史講座 シャクシャインの戦いについて  
11/26 午前 アイヌ語 アイヌ語 1 語彙「基礎語彙のデータベース化」  
11/26 午後 アイヌ語 アイヌ語 2 聴解「静内の人の声が良い訳」oyna  
11/27 午前 アイヌ語 アイヌ文化
関連講座 
アイヌ語地名を歩く 白老町 





11/28 午前 1 アイヌ語 アイヌ語 小テスト  
11/28 午前 2 アイヌ語 アイヌ語 1 語彙「基礎語彙のデータベース化」  
11/28 午後 アイヌ語 アイヌ語 2 聴解「静内の人の声が良い訳」oyna  
12/1 午前 1 信仰・儀礼 精神文化 儀礼参加「チュプカムイノミ」  
12/1 午前 2 動植物利用・工芸 工芸 5 道具「槌作製」  
12/1 午後 動植物利用・工芸 植物利用 工芸素材 2「ワラの加工」  
12/3 午前 アイヌ語 アイヌ語 1 語彙「基礎語彙のデータベース化」  
12/3 午後 アイヌ語 アイヌ語 2 聴解「静内の人の声が良い訳」oyna  
12/4 午前 アイヌ語 アイヌ語 1 語彙「発音音声ファイル作成」  
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12/4 午後 会議・振り返り 座談会 コミュニケーション  
12/5 午前 自然観察 植物利用 植物観察会「冬の樹」 白老町 
12/5 午後 自然観察 植物関連 口承文芸「イヌエンジュの神が助け
た娘の話」 
 
12/6 午前 一般教養 ※ 北大シンポジウム参加「アイヌ研究
の現在と未来」 
北海道大学
12/6 午後 一般教養 ※ 北大シンポジウム参加「アイヌ研究
の現在と未来」 
北海道大学
12/9 午前 アイヌ語 アイヌ語 1 語彙「基礎語彙のデータベース化」  
12/9 午後 アイヌ語 アイヌ語 2 聴解「静内の人の声が良い訳」oyna  
12/10 午前 アイヌ語 アイヌ語 1 語彙「発音音声ファイル作成」  
12/10 午後 アイヌ語 アイヌ語 2 聴解「静内の人の声が良い駅」oyna  
12/11 午前 動植物利用・工芸 植物利用 工芸素材 3「カヤ刈り」 伊達市 
12/11 午後 動植物利用・工芸 植物利用 工芸素材 3「カヤ刈り」 伊達市 
12/12 午前 動植物利用・工芸 植物利用 工芸素材 3「カヤ刈り」 伊達市 
12/12 午後 動植物利用・工芸 植物利用 工芸素材 3「カヤ刈り」 伊達市 
12/13 午前 動植物利用・工芸 工芸 3 建築・講義「アイヌのチセ」  
12/13 午後 教材作成 教材開発基
礎 
パソコン講座エクセル  
12/14 午前 食文化・料理 料理 講義・実習「食材と調理」  
12/14 午後 一般教養 歴史講座 考古学 1  
12/17 午前 アイヌ語 アイヌ語 1 語彙「発音音声ファイル作成」  
12/17 午後 食文化・料理 料理 実習「イウタ」、実習「南瓜の保存
処理」 
 
12/18 午前 自然観察 植物利用 植物観察会「ハンノキを中心に」 ポロト湖畔
12/18 午後 自然観察 植物関連 口承文芸「イヌエンジュの神が助け
た娘の話」 
 





12/19 午後 教材作成 教材開発基
礎 
音声資料の媒体について  
12/20 午前 アイヌ語 アイヌ語 3 暗唱「静内の人の声が良い訳」oyna  
12/20 午後 教材作成 教材開発基
礎 
パソコン講座エクセル  
12/23 午前 アイヌ語 アイヌ語 3 暗唱「静内の人の声が良い訳」oyna  
12/23 午後 食文化・料理 植物利用 食材「南瓜の保存処理、食材の保存」  
12/24 午前 芸能・舞踊 芸能講座 各地の芸能視聴「帯広カムトウウポ
ポ保存会」 
 
12/24 午後 芸能・舞踊 芸能講座 実技「ク リムセ・イヨマンテリム
セ」 
 
12/25 午前 自然観察 植物観察 まとめ「データ入力」  




1/7 午前 会議・振り返り 座談会 昨年の講習を振り返って、新年の抱
負 
 
1/7 午後 信仰・儀礼 精神文化 講座「送り儀礼について」  
1/8 午前 芸能・舞踊 芸能講座 「各地のウポポ」（釧路、旭川、平
取、十勝など） 
 
1/8 午後 芸能・舞踊 芸能講座 「各地のウポポ」（釧路、旭川、平
取、十勝など） 
 
1/9 午前 自然観察 自然観察会 冬道の歩き方・動物の足跡 ポ ロ ト の
森・湖 
1/9 午後 芸能・舞踊 芸能講座 「各地のウポポ」  
1/10 午前 信仰・儀礼 精神文化 儀礼参加「asirpa nomi」 登別市 
1/10 午後 信仰・儀礼 精神文化 儀礼参加「asirpa nomi」 登別市 




1/11 午後 信仰・儀礼 精神文化 儀礼参加「asirpa nomi」 千歳市蘭越
生活館 
1/14 午前 信仰・儀礼 精神文化 儀礼準備「熊の解体」記録、工芸道
具 1「カエカ」 
 
1/14 午後 信仰・儀礼 精神文化 儀礼準備「熊の解体」記録、工芸道
具 1「カエカ」 
 
1/15 午前 信仰・儀礼 精神文化 儀礼の料理「イウタ（粉搗き）、シ
ト作り」 
 
1/15 午後 信仰・儀礼 精神文化 儀礼の料理「イウタ（粉搗き）、シ
ト作り」 
 
1/16 午前 信仰・儀礼 精神文化 儀礼準備「シト」「料理」「酒濃し」  
1/16 午後 信仰・儀礼 精神文化 儀礼「クマの霊送り 前夜祭」記
録・参加 
 
1/17 午前 信仰・儀礼 精神文化 儀礼「クマの霊送り」記録・参加  
1/17 午後 信仰・儀礼 精神文化 儀礼「クマの霊送り」記録・参加  
1/18 午前 信仰・儀礼 精神文化 儀礼「クマの霊送り」記録・参加  
1/18 午後 信仰・儀礼 精神文化 儀礼「シンヌラッパ」、儀礼用具の
扱いについて 
 
1/19 午前 信仰・儀礼 精神文化 儀礼の道具「チタラペ」  
1/19 午後 信仰・儀礼 精神文化 オメカプ記録・参加、儀礼用具の扱
いについて 
 
1/22 午前 食文化・料理 動物利用 料理 1 実習「クマ肉の処理と脂採取」  
1/22 午後 食文化・料理 動物利用 料理 1 実習「クマ肉の処理と脂採取」  
1/23 午前 食文化・料理 動物利用 料理 1 調理実習「カムイハル・オハ
ウ」 
 
1/23 午後 食文化・料理 動物利用 料理 1 実習「クマ肉の処理と脂採取」  
1/24 午前 自然観察 自然観察会 野鳥と川・植物 ウヨロ川 





1/28 午前 動植物利用・工芸 植物利用 工芸素材 3 建築材「サクマ（アオダ
モ）」採取 
白老町 
1/28 午後 動植物利用・工芸 植物利用 工芸素材 3 建築材「サクマ（アオダ
モ）」採取 
白老町 
1/29 午前 動植物利用・工芸 植物利用 工芸素材 3 建築材「サクマ（アオダ
モ）」処理皮むき 
ポロト湖畔
1/29 午後 動植物利用・工芸 植物利用 工芸素材 3 建築材「サクマ（アオダ
モ）」処理皮むき 
ポロト湖畔
1/30 午前 動植物利用・工芸 植物利用 工芸素材 3 建築材「サクマ（アオダ
モ）」処理皮むき 
ポロト湖畔
1/30 午後 動植物利用・工芸 植物利用 工芸素材 3 建築材「サクマ（アオダ
モ）」処理皮むき 
ポロト湖畔
1/31 午前 信仰・儀礼 精神文化 儀礼「チセコッエノミ（地鎮祭）」
参加・記録 
 
1/31 午後 動植物利用・工芸 植物利用 工芸素材 3 建築材「サクマ（アオダ
モ）」処理皮むき 
 
2/1 午前 自然観察 自然観察会 野鳥とエゾモモンガ ポロト湖畔
2/1 午後 一般教養 歴史講座 サハリンアイヌの歴史  
2/3 午前 動植物利用・工芸 植物利用 工芸素材 3 建築材「サクマ（アオダ
モ）」処理皮むき 
ポロト湖畔
2/3 午後 動植物利用・工芸 植物利用 工芸素材 3 建築材「サクマ（アオダ
モ）」処理皮むき 
ポロト湖畔
2/4 午前 動植物利用・工芸 植物利用 工芸素材 3 建築材「サクマ（アオダ
モ）」処理皮むき 
ポロト湖畔
2/4 午後 動植物利用・工芸 植物利用 工芸素材 3 建築材「サクマ（アオダ
モ）」処理皮むき 
ポロト湖畔










2/6 午前 動植物利用・工芸 工芸 5 道具「すだれ編み機」準備 「糸巻
き・結び」 
ポロト湖畔
2/6 午後 動植物利用・工芸 工芸 5 道具「すだれ編み機」準備 「糸巻
き・結び」 
ポロト湖畔
2/10 午前 動植物利用・工芸 工芸 6 編み「すだれ編みと材料処理」 ポロト湖畔
2/10 午後 動植物利用・工芸 工芸 6 編み「すだれ編みと材料処理」 ポロト湖畔
2/11 午前 動植物利用・工芸 工芸 6 編み「すだれ編みと材料処理」 ポロト湖畔
2/11 午後 動植物利用・工芸 植物利用 工芸 3 建築「ブドウヅルの採取」 ポロト湖畔
2/12 午前 動植物利用・工芸 工芸 6 編み「すだれ編みと材料処理」 ポロト湖畔
2/12 午後 動植物利用・工芸 植物利用 工芸素材 3 建築材「屋根材処理（ヨ
シ）」 
ポロト湖畔
2/13 午前 動植物利用・工芸 工芸 6 編み「すだれ編みと材料処理」 ポロト湖畔
2/13 午後 動植物利用・工芸 植物利用 工芸素材 3 建築材「屋根材処理（ヨ
シ）」 
ポロト湖畔
2/16 午前 動植物利用・工芸 工芸 3 建築材「屋根拭き用カヤ束ね（ヨ
シ）」 
ポロト湖畔
2/16 午後 動植物利用・工芸 工芸 3 建築材「屋根拭き用カヤ束ね（ヨ
シ）」 
ポロト湖畔
2/17 午前 動植物利用・工芸 工芸 3 建築材「屋根拭き用カヤ束ね（ヨ
シ）」 
ポロト湖畔
2/17 午後 動植物利用・工芸 工芸 3 建築材「屋根拭き用カヤ束ね（ヨ
シ）」 
ポロト湖畔
2/18 午前 動植物利用・工芸 工芸 3 建築材「屋根拭き用カヤ束ね（ヨ
シ）」 
ポロト湖畔





2/19 午前 動植物利用・工芸 工芸 3 建築材「屋根拭き用カヤ束ね（ヨ
シ）」 
ポロト湖畔
2/19 午後 動植物利用・工芸 工芸 3 建築材「屋根拭き用カヤ束ね（ヨ
シ）」 
ポロト湖畔
2/20 午前 自主研修 自主研修 芸能、アイヌ語、模擬授業準備、文
献調査等々 
 
2/20 午後 自主研修 自主研修 芸能、アイヌ語、模擬授業準備、文
献調査等々 
 
2/21 午前 自主研修 自主研修 芸能、アイヌ語、模擬授業準備、文
献調査等々 
 
2/21 午後 自主研修 自主研修 芸能、アイヌ語、模擬授業準備、文
献調査等々 
 
2/24 午前 動植物利用・工芸 工芸 6 編み「すだれ編みと材料処理（オニ
ガヤ）」 
ポロト湖畔
2/24 午後 動植物利用・工芸 工芸 3 建築「屋根拭き」 ポロト湖畔
2/25 午前 動植物利用・工芸 工芸 6 編み「すだれ編みと材料処理（オニ
ガヤ）」 
ポロト湖畔
2/25 午後 動植物利用・工芸 工芸 3 建築「屋根拭き」 ポロト湖畔
2/26 午前 動植物利用・工芸 工芸 6 編み「すだれ編みと材料処理（オニ
ガヤ）」 
ポロト湖畔
2/26 午後 動植物利用・工芸 工芸 3 建築「屋根拭き」 ポロト湖畔
2/27 午前 動植物利用・工芸 工芸 6 編み「すだれ編みと材料処理（オニ
ガヤ）」 
ポロト湖畔
2/27 午後 動植物利用・工芸 工芸 3 建築「屋根拭き」 ポロト湖畔
3/1 午前 信仰・儀礼 精神文化 儀礼参加「チュプカムイノミ」  
3/1 午後 1 動植物利用・工芸 工芸 3 関連記録映画視聴  
3/1 午後 2 芸能・舞踊 身体技法 芸能舞踊基本 1「ストレッチ」、舞
踊実習「ハンチカップリムセ」 
 
3/3 午前 動植物利用・工芸 工芸 6 編み「すだれ編みと材料処理」 ポロト湖畔
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3/3 午後 1 動植物利用・工芸 工芸 3 建築「屋根拭き」 ポロト湖畔
3/3 午後 2 教材作成 ※ アイヌ文化フェス発表内容検討  
3/4 午前 動植物利用・工芸 工芸 3 建築「屋根拭き」 ポロト湖畔
3/4 午後 動植物利用・工芸 工芸 6 編み「すだれ編みと材料処理」 ポロト湖畔
3/5 午前 動植物利用・工芸 工芸 3 建築「屋根拭き」 ポロト湖畔
3/5 午後 動植物利用・工芸 工芸 6 編み「すだれ編みと材料処理」 ポロト湖畔
3/6 午前 動植物利用・工芸 工芸 3 建築「屋根拭き」 ポロト湖畔
3/6 午後 動植物利用・工芸 工芸 6 編み「すだれ編みと材料処理」 ポロト湖畔
3/7 午前 芸能・舞踊 身体技法 芸能基本 3「ウポポ（白老）」  
3/7 午後 会議・振り返り 座談会 担い手育成講座の目的再確認  
3/10 午前 動植物利用・工芸 工芸 6 編み「すだれ編みと材料処理」 ポロト湖畔
3/10 午後 動植物利用・工芸 工芸 6 編み「すだれ編みと材料処理」 ポロト湖畔
3/11 午前 動植物利用・工芸 工芸 6 編み「すだれ編みと材料処理」 ポロト湖畔
3/11 午後 動植物利用・工芸 工芸 6 編み「すだれ編みと材料処理」 ポロト湖畔










3/13 午前 教材作成 ※ フェスティバル発表ナレーション
原稿作成準備 
 
3/13 午後 教材作成 ※ フェスティバル発表ナレーション
原稿作成準備 
 










3/16 午前 自主研修 休み （スダレ編み仕上げ） ポロト湖畔
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3/16 午後 自主研修 休み （スダレ編み仕上げ） ポロト湖畔
3/17 午前 動植物利用・工芸 植物利用 工芸素材 1「ツルウメモドキ」採取 白老町 
3/17 午後 動植物利用・工芸 植物利用 工芸素材 1「ツルウメモドキ」採取 白老町 
3/18 午前 動植物利用・工芸 植物利用 工芸素材 1「ツルウメモドキ」加工
処理 
 
3/18 午後 動植物利用・工芸 植物利用 工芸素材 1「ツルウメモドキ」加工
処理 
 
3/19 午前 動植物利用・工芸 植物利用 工芸素材 1「ツルウメモドキ」加工
処理・漂白 
 
3/19 午後 動植物利用・工芸 植物利用 工芸素材 1「ツルウメモドキ」加工
処理・漂白 
 
3/20 午前 動植物利用・工芸 ※工芸 北大博物館特別展関連講座聴講（講
演：小谷凱宣氏） 
北海道大学
3/20 午後 動植物利用・工芸 ※工芸 北大博物館特別展「テエタシンリッ 
テクルコチ」見学 
北海道大学
3/21 午前 教材作成 ※教材基礎 模擬授業（中間発表）  
3/21 午後 教材作成 ※教材基礎 模擬授業（中間発表）  
3/22 午前 教材作成 ※教材基礎 模擬授業準備  
3/22 午後 教材作成 ※教材基礎 模擬授業準備  
3/24 午前 動植物利用・工芸 植物利用 工芸素材 1「ツルウメモドキ」加工
処理・漂白 
 








年月 分類 分類 研修科目 テーマ・内容 実施場所 
2009 年 
4/6 午前 アイヌ語 アイヌ語 アイヌ語詞遊び「労働歌・小鳥の
歌・酒の歌・遊び歌」 
 
4/6 午後 アイヌ語 アイヌ語 kamuy yukar「hankiri kiri hankkiri 
kiri」 
 
4/7 午前 動植物利用・工芸 植物利用 工芸「ツルウメモドキ」処理  
4/7 午後 動植物利用・工芸 植物利用 工芸「ツルウメモドキ」処理  
4/8 午前 動植物利用・工芸 植物利用 工芸「ツルウメモドキ」処理  
4/8 午後 動植物利用・工芸 植物利用 工芸「エゾイラクサ」処理  
4/9 午前 動植物利用・工芸 植物利用 工芸「エゾイラクサ」処理  
4/9 午後 動植物利用・工芸 植物利用 工芸「エゾイラクサ」処理、カエカ
（糸作り） 
 
4/10 午前 教材作成 教材開発 「模擬授業の進め方」  
4/10 午後 アイヌ語 アイヌ語 聞き起こし kamuy yukar「hankiri kiri 
hankkiri kiri」 
 
4/11 午前 アイヌ語 アイヌ語 聞き起こし kamuy yukar「hankiri kiri 
hankkiri kiri」 
 
4/11 午後 アイヌ語 アイヌ語 聞き起こし kamuy yukar「hankiri kiri 
hankkiri kiri」 
 
4/14 午前 アイヌ語 アイヌ語 聞き起こし kamuy yukar「hankiri kiri 
hankkiri kiri」 
 
4/14 午後 アイヌ語 アイヌ語 聞き起こし kamuy yukar「hankiri kiri 
hankkiri kiri」 
 
4/15 午前 1 信仰・儀礼 信仰 「アシリチセ火入れ」 ポロト湖畔
4/15 午前 2 自然観察 植物観察 トリカブト等 白老町 





4/16 午前 アイヌ語 アイヌ語 聞き起こし kamuy yukar「hankiri kiri 
hankkiri kiri」 
 
4/16 午後 アイヌ語 アイヌ語 聞き起こし kamuy yukar「hankiri kiri 
hankkiri kiri」 
 
4/17 午前 食文化・料理 料理 アザラシオハウ、ラタシケプ（干し
南瓜・生南瓜）エソエンゴ 
 
4/17 午後 食文化・料理 料理 油採取「アザラシ」  
4/18 午前 信仰・儀礼 信仰 「チセノミ」参加  
4/18 午後 信仰・儀礼 信仰 「チセノミ」参加  
4/19 午前 アイヌ語 アイヌ語 聞き起こし kamuy yukar「hankiri kiri 
hankkiri kiri」 
 
4/19 午後 信仰・儀礼 信仰 チセノミオメカプ参加、儀礼の道具
の扱いについて 
 
4/21 午前 アイヌ語 アイヌ語 聞き起こし kamuy yukar「hankiri kiri 
hankkiri kiri」 
 
4/21 午後 アイヌ語 アイヌ語 聞き起こし kamuy yukar「hankiri kiri 
hankkiri kiri」 
 
4/22 午前 自然観察 植物利用 講義「水と湿原について」  
4/22 午後 自然観察 植物観察会 フクジュソウ、ノリウツギ、イヌエ
ンジュ、ミズキ等 
ポロト湖畔
4/23 午前 自然観察 植物観察会 「ポロトの森（自然休養林）」 ポロト自然
休養林 
4/23 午後 自然観察 植物観察会 「ポロトの森（自然休養林）」 ポロト自然
休養林 
4/24 午前 アイヌ語 アイヌ語 聞き起こし 美幌 菊池チャレヌ
ム サコラウ 
 
4/24 午後 アイヌ語 アイヌ語 聞き起こし 美幌 菊池チャレヌ
ム サコラウ 
 
4/25 午前 芸能・舞踊 芸能 ストレッチ ハンチカップリムセ  
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4/25 午後 芸能・舞踊 芸能 ムックリ 映像  
4/28 午前 アイヌ語 アイヌ語 聞き起こし kam wakka  
4/28 午後 アイヌ語 アイヌ語 聞き起こし kam wakka  
4/29 午前 自然観察 植物観察 シナノキ・ハルニレの下見 皮はぎ
用樹木の下見 
白老町 
4/29 午後 自然観察 植物観察 シナノキ・ハルニレの下見 皮はぎ
用樹木の下見 
白老町 
4/30 午前 教材作成 教材作成 模擬授業のテーマ発表 1 回目  
4/30 午後 芸能・舞踊 芸能講座 フェスティバルの演目選定（タプカ
ラ、リムセ等） 
 
5/1 午前 信仰・儀礼 信仰・料理 コタンノミ準備「シト、トノト、ラ
タシケプ等」 
 
5/1 午後 信仰・儀礼 信仰・料理 コタンノミ準備「シト、トノト、ラ
タシケプ等」 
 
5/2 午前 信仰・儀礼 信仰 コタンノミ参加  
5/2 午後 教材作成 教材作成 模擬授業ジャンル発表（全員）・テ
ーマ発表（6 月発表者） 
 
5/3 午前 アイヌ語 アイヌ語 アイヌ語方言辞典単語データベー
ス作成 
 
5/3 午後 信仰・儀礼 信仰 オメカプ参加、祭具の手入れ  
5/7 午前 食文化・料理 植物利用 植物採取（ヒメザゼンソウ・ニリン
ソウ） 
静内町 
5/7 午後 食文化・料理 植物利用 植物採取（ヒメザゼンソウ・ニリン
ソウ） 
静内町 
5/8 午前 食文化・料理 植物利用 野草処理（ヒメザゼンソウ・ニリン
ソウ） 
 
5/8 午後 食文化・料理 植物利用 野草処理（ヒメザゼンソウ・ニリン
ソウ） 
 
5/12 午前 アイヌ語 アイヌ語 翻訳・文法「kam wakka」  
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5/12 午後 アイヌ語 アイヌ語 翻訳・文法「kam wakka」  
5/13 午前 アイヌ語 アイヌ語 翻訳・文法「kam wakka」  
5/13 午後 一般教養 ※ シンポジウム「ウレシパ・シンポジ
ウム」参加 
札幌大学 
5/14 午前 自然観察 ※共通 植物観察会  
5/14 午後 自然観察 ※共通 自然関連講義「アイヌと野鳥」  
5/15 午前 一般教養 ※ 「北海道アイヌ協会総会」傍聴 かでる 2・7
5/15 午後 1 一般教養 ※ 「北海道アイヌ協会総会」傍聴 かでる 2・7
5/15 午後 2 芸能・舞踊 芸能 映像実見「北大植物園」 北大植物園
5/16 午前 芸能・舞踊 芸能 講座ムックリ制作  
5/16 午後 芸能・舞踊 芸能 講座 歌ウポポ、シネオッカイポ 
トウメノコ 
 
5/19 午前 アイヌ語 アイヌ語 翻訳「kam wakka」  
5/19 午後 アイヌ語 アイヌ語 翻訳「kam wakka」  
5/20 午前 アイヌ語 アイヌ語 文法  
5/20 午後 アイヌ語 ※アイヌ語 「早稲田アイヌ語入門（解説）」  
5/21 午前 教材作成 模擬授業 中間発表（6 月発表者 4 名）  
5/21 午後 アイヌ語 アイヌ語 「早稲田アイヌ語入門（解説）（改
訂）」1 課・2 課終了 
 
5/22 午前 アイヌ語 アイヌ語 翻訳「kam wakka」  
5/22 午後 アイヌ語 アイヌ語 翻訳「kam wakka」  
5/23 午前 自然観察 ※共通 植物観察会 ポロトの森
5/23 午後 自然観察 ※共通 植物観察会 ポロトの森
5/24 午前 動植物利用・工芸 ※工芸 企画展見学「アイヌのよそおい展」 開拓記念館
5/24 午後 一般教養 ※歴史 講演会「アイヌ文学研究とその後」 開拓記念館
5/26 午前 アイヌ語 アイヌ語 翻訳・文法「kam wakka」  
5/26 午後 アイヌ語 アイヌ語 翻訳・文法「kam wakka」  
5/27 午前 動植物利用・工芸 ※植物利用 樹皮剥ぎ（ハルニレ、シナノキ） 白老町 
5/27 午後 動植物利用・工芸 ※植物利用 樹皮剥ぎ（ハルニレ、シナノキ） 白老町 
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5/28 午前 動植物利用・工芸 ※植物利用 樹皮剥ぎ・処理（ハルニレ、シナノ
キ） 
白老町 
5/28 午後 動植物利用・工芸 ※植物利用 樹皮剥ぎ・処理（ハルニレ、シナノ
キ） 
 
5/29 午前 アイヌ語 アイヌ語 文法  
5/29 午後 アイヌ語 アイヌ語 文法・数の数え方  








6/1 午前 1 信仰・儀礼 ※精神文化 cup kamuynomi  
6/1 午前 2 動植物利用・工芸 ※植物利用 オヒョウの樹皮の採取  
6/1 午後 動植物利用・工芸 ※植物利用 オヒョウの樹皮の採取  
6/2 午前 動植物利用・工芸 樹皮の加工 オヒョウとシナ等の鬼皮剥き  
6/2 午後 動植物利用・工芸 樹皮の加工 オヒョウとシナ等の鬼皮剥き  
6/3 午前 アイヌ語 アイヌ語 kam wakka のゴロ合わせラスト  
6/3 午後 アイヌ語 アイヌ語 早稲田音声資料 NO4 cep kukoyki  
6/4 午前 自然観察 植物観察 poroto ぐるり ポロト自然
休養林 
6/4 午後 自然観察 植物観察 poroto ぐるり ポロト自然
休養林 
6/5 午前 自然観察 植物関連 講義「写真等で植物、地層について
学ぶ」 
 
6/5 午後 自然観察 植物観察 中止（イヌエンジュの物語 聞き起
こし） 
 
6/9 午前 自然観察 植物観察 オオハナウド・エゾニュウ等 白老町 
6/9 午後 自然観察 植物観察 樹木中心に観察 白老町 





6/10 午後 アイヌ語 アイヌ語 「uwenewsar 語りもの」yukar 叙事
詩 
 
6/11 午前 教材作成 模擬授業 7 月発表者中間 1 回目  
6/11 午後 アイヌ語 ビデオ観察 「各地方のアイヌ語会話・知里真志
保」 
 
6/12 午前 アイヌ語 アイヌ語 「uwenewsar 語りもの」yukar 叙事
詩 
 
6/12 午後 アイヌ語 アイヌ語 「uwenewsar 語りもの」yukar 叙事
詩・「tap-kar」 
 
6/13 午前 芸能・舞踊 芸能 サロルンチカプリムセ、ロホンリム
セ 
 
6/13 午後 芸能・舞踊 芸能 サロルンチカプリムセ、ロホンリム
セ 
 
6/14 午前 アイヌ語 ※アイヌ語 シンポジウム「口承文芸の魅力 ア
イヌとその隣人」参加 
北海道大学
6/14 午後 アイヌ語 ※アイヌ語 シンポジウム「口承文芸の魅力 ア
イヌとその隣人」 
北海道大学
6/16 午前 自然観察 自然観察 「社台滝」 白老町 
6/16 午後 1 自然観察 自然観察 「社台滝」 白老町 
6/16 午後 2 動植物利用・工芸 ※ 湖で木の皮処理 ポロト湖畔
6/17 午前 アイヌ語 アイヌ語 浜クメさん yukar 聞き起こし  
6/17 午後 アイヌ語 アイヌ語 早稲田アイヌ語改訂 5  
6/18 午前 アイヌ語 アイヌ語 浜クメさん yukar 聞き起こし  
6/18 午後 アイヌ語 アイヌ語 早稲田アイヌ語改訂 6  
6/19 午前 アイヌ語 アイヌ語 浜クメさん yukar 聞き起こし  
6/19 午後 1 アイヌ語 アイヌ語 浜クメさん yukar 聞き起こし  
6/19 午後 2 教材作成 模擬授業 中間発表  
6/23 午前 アイヌ語 アイヌ語 浜クメさん yukar 聞き起こし  
6/23 午後 アイヌ語 アイヌ語 浜クメさん yukar 聞き起こし  
 289 
 
6/24 午前 アイヌ語 アイヌ語 アイヌ語で文を作ろう（平常文、疑
問文等） 
 
6/24 午後 1 アイヌ語 アイヌ語 平常文、疑問文  
6/24 午後 2 食文化・料理 植物利用 「映像視聴オオウバユリ」  
6/25 午前 食文化・料理 植物利用 オオウバユリの採取 白老町 
6/25 午後 食文化・料理 植物利用 オオウバユリの採取と処理 白老町 
6/26 午前 食文化・料理 植物利用 オオウバユリの処理  
6/26 午後 食文化・料理 植物利用 オオウバユリの保存（オンカと乾
燥） 
 
6/27 午前 動植物利用・工芸 植物利用 工芸 オヒョウ樹皮処理 ポロト湖畔
6/27 午後 食文化・料理 植物利用 オオウバユリの保存  
6/30 午前 教材作成 模擬授業 発表  
6/30 午後 教材作成 模擬授業 発表  
7/1 午前 1 信仰・儀礼 ※精神文化 cup kamuynomi  
7/1 午前 2 アイヌ語 アイヌ語 浜クメ yukar 聞き起こし  
7/1 午後 アイヌ語 アイヌ語 浜クメ yukar 聞き起こし  
7/2 午前 アイヌ語 アイヌ語 浜クメ yukar 聞き起こし  
7/2 午後 アイヌ語 アイヌ語 浜クメ～ゲームで覚える「私たち」
包括/除外と同士の単語 
 
7/3 午前 動植物利用・工芸 植物利用 樹皮の処理（ハルニレ） ポロト湖畔
7/3 午後 1 食文化・料理 植物利用 オオウバユリ  
7/3 午後 2 教材作成 ※教材基礎 模擬授業  








7/7 午前 教材作成 教材作成 模擬授業 B 班 中間発表 2 回目  





7/8 午前 アイヌ語 アイヌ語 浜クメさん yukar 聞きおこし  
7/8 午後 アイヌ語 アイヌ語 浜クメさん yukar 聞きおこし  
7/9 午前 動植物利用・工芸 植物利用 hup（トドマツ）・karinpani（桜）
の樹皮採取 
白老町 
7/9 午後 食文化・料理 植物利用 オオウバユリ処理と保存（onturep）  
7/10 午前 アイヌ語 アイヌ語 浜クメさん yukar 聞きおこし  
7/10 午後 動植物利用・工芸 植物利用 工芸 樹皮の処理（ハルニレ） ポロト湖畔
7/11 午前 動植物利用・工芸 植物利用 工芸 樹皮の処理（ハルニレ） ポロト湖畔
7/11 午後 動植物利用・工芸 植物利用 工芸 樹皮の処理（ハルニレ） ポロト湖畔
7/14 午前 アイヌ語 アイヌ語 浜クメ yukar  
7/14 午後 アイヌ語 アイヌ語 早稲田アイヌ語入門 7・8 課  
7/15 午前 教材作成 模擬授業 A 班（8 月発表）中間発表（15 分）
1 回目 
 
7/15 午後 芸能・舞踊 芸能 （帯広）エリリムセ、ロホンリムセ、
ポロリムセの歌の練習 
 
7/16 午前 教材作成 教材作成 スライド講話「onturep ができるま
で」 
 
7/16 午後 自然観察 植物観察会 ミズナラ、カシワ、ツリガネソウ等 
ポロト散策 
ポロト湖畔
7/17 午前 自然観察 植物観察会 湿原の植物 白老町 
7/17 午後 自然観察 植物観察会 湿原の植物 白老町 
7/21 午前 アイヌ語 アイヌ語 様似 岡本ユミ ヒグマの子守歌
聞き取り 
 
7/21 午後 アイヌ語 アイヌ語 様似 岡本ユミ ヒグマの子守歌
聞き取り 
 
7/22 午前 アイヌ語 アイヌ語 様似 岡本ユミ ヒグマの子守歌
聞き取り DVD 
 





7/23 午前 動植物利用・工芸 植物利用 樹皮処理（シナノキの処理） ポロト湖畔
7/23 午後 動植物利用・工芸 植物利用 樹皮処理（シナノキの処理） ポロト湖畔
7/24 午前 アイヌ語 アイヌ語 kamuy yukar キツネのチャランケ  
7/24 午後 アイヌ語 アイヌ語 kamuy yukar キツネのチャランケ  
7/25 午前 芸能・舞踊 芸能 鳥の踊り、弓の踊りの歌、動作の復
元作業 
川沿生活館
7/25 午後 芸能・舞踊 芸能 鳥の踊り、弓の踊りの歌、動作の復
元作業 
川沿生活館
7/28 午前 芸能・舞踊 芸能 十勝地方（ポロリムセ、ロホンリム
セ、バッタキウポポ） 
 
7/28 午後 芸能・舞踊 芸能 十勝地方（ポロリムセ、ロホンリム
セ、バッタキウポポ） 
 
7/29 午前 芸能・舞踊 芸能 十勝地方（フプタレチュイ、スチョ
ショイチョイナ） 
 
7/29 午後 芸能・舞踊 芸能 十勝地方（フプタレチュイ、スチョ
ショイチョイナ） 
 
7/30 午前 教材作成 教材作成 模擬授業準備  
7/30 午後 一般教養 ※ 「学校におけるアイヌ民族関連学
習実践報告」教員研修会（聴講） 
 
7/31 午前 アイヌ語 アイヌ語 アイヌ語教室の進め方（見学）  
7/31 午後 教材作成 教材作成 模擬授業 B 班  
8/1 午前 1 信仰・儀礼 ※精神文化 チュプカムイノミ  
8/1 午前 2 教材作成 教材開発 模擬授業 B 班  
8/1 午後 教材作成 教材開発 模擬授業 B 班  
8/4 午前 アイヌ語 アイヌ語 アイヌ語教室「絵本を作ろう」  
8/4 午後 一般教養 ※ 人権講座「同和問題」について  
8/5 午前 自然観察 自然観察会 「クッタラ湖周辺」の植物と湖 倶多楽湖 





8/6 午前 アイヌ語 アイヌ語 「キツネのチャランケ」の聞きおこ
し 
 
8/6 午後 アイヌ語 アイヌ語 「キツネのチャランケ」の聞きおこ
し 
 
8/7 午前 信仰・儀礼 信仰 北海道大学イチャルパ参加 北海道大学
8/7 午後 動植物利用・工芸 ※工芸 民具講座 ウタリ総合センター見
学 
かでる 2・7
8/8 午前 一般教養 ※ 人権講座「同和問題」について  
8/8 午後 アイヌ語 アイヌ語 アイヌ語教室「舞踊」歌とおどり  
8/9 午前 アイヌ語 アイヌ語 アイヌ語教室「絵本をつくろう」仕
上げと発表 
 
8/9 午後 アイヌ語 アイヌ語 カ ム イ ノ ミ  織 田 ス テ ノ
「apararkekur」・「moslrkorhuci」 
 
8/16 午前 食文化・料理 料理 シト作り・ラタシケプ作り  
8/16 午後 食文化・料理 料理 シト作り・ラタシケプ作り  
8/17 午前 信仰・儀礼 信仰 シリカプ送り・シンヌラッパ参加  
8/17 午後 1 信仰・儀礼 信仰 シリカプ送り・シンヌラッパ参加  
8/17 午後 2 教材作成 模擬授業 中間発表準備  
8/18 午前 教材作成 教材制作 模擬授業中間 2 回目 A 班準備 1  
8/18 午後 教材作成 教材制作 模擬授業中間 2 回目 A 班・B 班 1
回目 
 
8/19 午前 動植物利用・工芸 工芸 「イテセ」ござ編み  
8/19 午後 動植物利用・工芸 工芸 「イテセ」ござ編み  
8/20 午前 動植物利用・工芸 工芸 「イテセ」ござ編み  
8/20 午後 動植物利用・工芸 工芸 「イテセ」ござ編み  
8/21 午前 動植物利用・工芸 工芸 「イテセ」ござ編み  
8/21 午後 動植物利用・工芸 工芸 「イテセ」ござ編み  
8/22 午前 自然観察 自然観察会 「白老滝」（めむの会例会参加） 白老町 
8/22 午後 自然観察 自然観察会 「白老滝」（めむの会例会参加） 白老町 
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8/25 午前 アイヌ語 アイヌ語 キツネのチャランケ聞き取り  
8/25 午後 アイヌ語 アイヌ語 キツネのチャランケ聞き取り  
8/26 午前 自然観察 植物観察会 オロフレ岳の植物 登別市 
8/26 午後 自然観察 植物観察会 オロフレ岳の植物 登別市 
8/27 午前 教材作成 教材制作 「オオウバユリ」画像作成  
8/27 午後 教材作成 教材制作 「オオウバユリ」画像作成  
















9/1 午前 1 信仰・儀礼 ※精神文化 チュプカムイノミ  
9/1 午前 2 教材作成 教材制作 模擬授業  
9/1 午後 教材作成 教材制作 模擬授業  
9/2 午前 アイヌ語 アイヌ語 岡本ユミ氏「キツネのチャランケ」
聞き起こし 
 
9/2 午後 アイヌ語 アイヌ語 岡本ユミ氏「キツネのチャランケ」
聞き起こし 
 
9/3 午前 動植物利用・工芸 植物利用 工芸講座「イテセ」ござ編み  
9/3 午後 動植物利用・工芸 植物利用 工芸講座「イテセ」ござ編み  
9/4 午前 動植物利用・工芸 植物利用 工芸講座「イテセ」ござ編み  
9/4 午後 動植物利用・工芸 植物利用 工芸講座「イテセ」ござ編み  


















9/9 午前 アイヌ語 アイヌ語 イタカンローに向けての暗記・各自
練習 
 
9/9 午後 アイヌ語 アイヌ語 イタカンローに向けての暗記・各自
練習 
 
9/10 午前 アイヌ語 アイヌ語 イタカンローに向けての暗記・各自
練習 
 
9/10 午後 アイヌ語 アイヌ語 イタカンローに向けての暗記・各自
練習 
 








9/12 午前 教材作成 教材制作 模擬授業中間 2 回目  
9/12 午後 教材作成 教材制作 模擬授業準備  
9/15 午前 アイヌ語 アイヌ語 口承文芸「イタカンロー」参加演目
練習 
 
9/15 午後 アイヌ語 アイヌ語 口承文芸「イタカンロー」参加演目
練習 
 
9/16 午前 自然観察 植物講座 植物観察会ポロトキャンプ場周辺 ポロトの森
9/16 午後 自然観察 植物講座 植物観察会ポロトキャンプ場周辺 ポロトの森
9/17 午前 教材作成 植物講座 植物観察会プログラム練習 ポロトの森





9/18 午前 芸能・舞踊 芸能講座 十勝地方の芸能  
9/18 午後 芸能・舞踊 芸能講座 十勝地方の芸能  
9/22 午前 芸能・舞踊 芸能講座 「静内 音楽フェスティバル」見学 新ひだか町
9/22 午後 芸能・舞踊 芸能講座 「静内 音楽フェスティバル」見学 新ひだか町
9/23 午前 信仰・儀礼 信仰 シャクシャイン法要祭参加 新ひだか町
9/23 午後 信仰・儀礼 信仰 シャクシャイン法要祭参加 新ひだか町
9/26 午前 教材作成 教材制作 模擬授業中間 1 回目  
9/26 午後 一般教養 ※ アイヌ文化フェスティバル見学 苫小牧市民
会館 
9/27 午前 動植物利用・工芸 植物講座 工芸「チシポ」作成、材料採取（ノ
リウツギ） 
白老町 
9/27 午後 動植物利用・工芸 植物講座 工芸「カサイエプ」制作  
9/28 午前 動植物利用・工芸 植物講座 工芸「カサイエプ」制作  
9/28 午後 動植物利用・工芸 植物講座 工芸「カサイエプ」制作  
9/29 午前 アイヌ語 アイヌ語 口承文芸「イタカンロー」参加演目
練習 
 
9/29 午後 アイヌ語 アイヌ語 口承文芸「イタカンロー」参加演目
練習 
 
9/30 午前 教材作成 教材制作 模擬授業  
9/30 午後 教材作成 教材制作 模擬授業  
10/1 午前 1 信仰・儀礼 ※精神文化 チュプカムイノミ  
10/1 午前 2 アイヌ語 アイヌ語 カムイノミの言葉  
10/1 午後 アイヌ語 アイヌ語 口承文芸「イタカンロー」演目練習
（各自） 
 
10/2 午前 アイヌ語 アイヌ語 口承文芸「イタカンロー」演目練習
（各自） 
 
10/2 午後 アイヌ語 アイヌ語 口承文芸「イタカンロー」演目練習
（各自） 
 
10/3 午前 芸能・舞踊 芸能 エムシリムセ、クリムセ等  
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10/3 午後 芸能・舞踊 芸能 バッタキウポポ、ポロリムセ、シネ
オッカイトウメノコ等 
 
10/6 午前 自然観察 自然観察 ウヨロ川 鮭の産卵床見学 白老町 
10/6 午後 食文化・料理 植物利用 カシワ、ミズナラのドングリ採集と
保存 
白老町 
10/7 午前 アイヌ語 アイヌ語 口承文芸「イタカンロー」演目練習
（各自） 
 
10/7 午後 1 アイヌ語 アイヌ語 口承文芸練習（各自）  
10/7 午後 2 教材作成 ※教材基礎 模擬授業中間 1  
10/8 午前 アイヌ語 アイヌ語 口承文芸「イタカンロー」演目練習
（各自） 
 
10/8 午後 アイヌ語 アイヌ語 口承文芸「イタカンロー」演目練習
（各自） 
 
10/9 午前 アイヌ語 アイヌ語 口承文芸「イタカンロー」演目練習
（各自） 
 
10/9 午後 アイヌ語 アイヌ語 口承文芸「イタカンロー」演目練習
（各自） 
 
10/10 午前 自主研修 ※ 休み（アイヌ文化フェスティバル参
加） 
 
10/10 午後 自主研修 ※ 休み（アイヌ文化フェスティバル参
加） 
 
10/13 午前 教材作成 模擬授業 中間 2 回目  
10/13 午後 教材作成 模擬授業 中間 2 回目  
10/14 午前 アイヌ語 アイヌ語 口承文芸「イタカンロー」演目練習
（各自） 
 
10/14 午後 芸能・舞踊 芸能 イヨマンテリムセ等  
10/15 午前 動植物利用・工芸 植物利用 工芸講座「イテセ（文様編み）」  
10/15 午後 動植物利用・工芸 植物利用 工芸講座「イテセ（文様編み）」  
10/16 午前 動植物利用・工芸 植物利用 工芸講座「イテセ（文様編み）」  
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10/16 午後 動植物利用・工芸 植物利用 工芸講座「イテセ（文様編み）」  
10/17 午前 動植物利用・工芸 植物利用 工芸講座「イテセ（文様編み）」  
10/17 午後 一般教養 ※ 講演会「僕は猟師になった」  
10/20 午前 動植物利用・工芸 植物利用 工芸講座「イテセ（文様編み）」  
10/20 午後 動植物利用・工芸 植物利用 工芸講座「イテセ（文様編み）」  
10/21 午前 動植物利用・工芸 植物利用 工芸講座「イテセ（文様編み）」  
10/21 午後 動植物利用・工芸 植物利用 工芸講座「イテセ（文様編み）」  
10/22 午前 動植物利用・工芸 植物利用 工芸講座「イテセ（文様編み）」  
10/22 午後 動植物利用・工芸 植物利用 工芸講座「イテセ（文様編み）」  
10/23 午前 教材作成 植物観察 植物観察模擬授業（研修） ポロト自然
休養林 
10/23 午後 教材作成 植物観察 植物観察模擬授業（実践） ポロト自然
休養林 




10/24 午後 自然観察 植物観察 樹木中心に（カシワ、ミズナラ、エ
ソマツ、トドマツ） 
白老町 
10/27 午前 動植物利用・工芸 植物利用 工芸「チシポ」彫り文様図案作成  
10/27 午後 動植物利用・工芸 植物利用 工芸「チシポ」彫り  
10/28 午前 動植物利用・工芸 植物利用 工芸「チシポ」彫り  
10/28 午後 アイヌ語 アイヌ語 「イタカンローの練習」  
10/29 午前 教材作成 教材制作 模擬授業発表  
10/29 午後 教材作成 教材制作 模擬授業発表  
10/30 午前 1 食文化・料理 料理 シト作成  
10/30 午前 2 教材作成 教材制作 模擬授業準備（各）  
10/30 午後 教材作成 模擬授業 中間発表 1 回目  
10/31 午前 信仰・儀礼 信仰 コタンノミ参加  
10/31 午後 信仰・儀礼 信仰 コタンノミ参加  
11/1 午前 教材作成 教材制作 模擬授業  
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11/1 午後 信仰・儀礼 信仰 オメカプ、コタンノミ道具片付け  
11/3 午前 一般教養 ※歴史 歴史講演会「東北の歴史からアイヌ
北海道を見る」 
開拓記念館
11/3 午後 一般教養 ※歴史 歴史講演会「東北の歴史からアイヌ
北海道を見る」 
開拓記念館
11/4 午前 アイヌ語 アイヌ語 口承文芸「イタカンロー」演目練習
（各自） 
 
11/4 午後 アイヌ語 アイヌ語 口承文芸「イタカンロー」演目練習
（各自） 
 
11/5 午前 アイヌ語 アイヌ語 口承文芸「イタカンロー」演目練習
（各自） 
 
11/5 午後 アイヌ語 アイヌ語 口承文芸「イタカンロー」演目練習
（各自） 
 
11/6 午前 アイヌ語 アイヌ語 口承文芸「イタカンロー」演目練習
（各自） 
 
11/6 午後 アイヌ語 アイヌ語 口承文芸「イタカンロー」演目練習
（各自） 
 
11/7 午前 アイヌ語 アイヌ語 イタカンロー出場 北海道大学
11/7 午後 アイヌ語 アイヌ語 イタカンロー出場 北海道大学
11/8 午前 一般教養 ※歴史 歴史講演会「小氷期（Little Ice Age）
の中のアイヌ」 
開拓記念館
11/8 午後 一般教養 ※歴史 歴史講演会「小氷期（Little Ice Age）
の中のアイヌ」 
開拓記念館
11/12 午前 アイヌ語 アイヌ語 口承文芸「イタカンロー」反省会（記
録ビデオ観賞） 
 
11/12 午後 アイヌ語 アイヌ語 口承文芸「イタカンロー」反省会（記
録ビデオ観賞） 
 





11/13 午後 アイヌ語 ※アイヌ語 「交易をめぐるアイヌ口承文芸と
交易のコトバ」 
 
11/14 午前 食文化・料理 植物利用 「ナギナタコウジュ」採取・保存・
利用 
 
11/14 午後 芸能・舞踊 ※身体技法 芸能  
11/17 午前 食文化・料理 植物利用 「ナギナタコウジュ」採取・処理 白老町 
11/17 午後 1 食文化・料理 植物利用 「ナギナタコウジュ」採取・処理 白老町 
11/17 午後 2 アイヌ語 アイヌ語 「交易をめぐるアイヌ口承文芸と
交易のコトバ」 
 
11/18 午前 アイヌ語 アイヌ語 「アイヌの歴史と物語世界」から中
川裕氏 
 
11/18 午後 アイヌ語 アイヌ語 「アイヌの歴史と物語世界」から
佐々木利和氏 
 
11/19 午前 アイヌ語 アイヌ語 「日本昔話通観・虎杖丸」あらすじ  
11/19 午後 アイヌ語 アイヌ語 「知里真志保著作集 3 ユーカラの
人々」 
 
11/20 午前 アイヌ語 アイヌ語 「知里真志保著作集 3 ユーカラの
人々」 
 





11/21 午前 自然観察 植物利用 講義「アイヌの植物利用」  





11/24 午前 信仰・儀礼 信仰 チセコチエノミ参加 ポロト湖畔
11/24 午後 アイヌ語 アイヌ語 アイヌの歴史と物語世界「ユーカラ
の歴史性を考える」等 
 






11/25 午後 1 食文化・料理 料理 ラタシケプ、粥、オハウ、チタタプ
等 
 
11/25 午後 2 教材作成 ※教材基礎 模擬授業中間 1 回目  
11/26 午前 アイヌ語 アイヌ語 アイヌの歴史と物語世界  
11/26 午後 アイヌ語 アイヌ語 口承文芸の実演練習  
11/27 午前 自然観察 植物関連講
座 
植物のアイヌ語名について ポロト湖畔





11/28 午前 一般教養 ※工芸 民具・歴史 幕別町考古歴史館 幕別町 
11/28 午後 芸能・舞踊 芸能 アイヌ文化祭見学 幕別町 
11/29 午前 一般教養 ※工芸 民具・歴史 帯広百年記念館見学 帯広百年記
念館 
11/29 午後 一般教養 ※工芸 民具・歴史 帯広百年記念館見学 帯広百年記
念館 
12/1 午前 教材作成 教材制作 模擬授業  
12/1 午後 教材作成 教材制作 模擬授業  
12/2 午前 教材作成 教材制作 模擬授業  
12/2 午後 教材作成 教材制作 オオウバユリのムービー編集（録
音） 
 
12/3 午前 教材作成 教材制作 オオウバユリのムービー編集  
12/3 午後 教材作成 教材制作 オオウバユリのムービー編集  
12/6 午前 一般教養 ※ シンポジウム「アイヌ民族と博物館
の共同に向けて」参加 
北海道大学
12/6 午後 一般教養 ※ シンポジウム「アイヌ民族と博物館
の共同に向けて」参加 
北海道大学
12/7 午前 1 信仰・儀礼 ※精神文化 チュプカムイノミ  
12/7 午前 2 動植物利用・工芸 植物利用 工芸素材 イラクサ採集 白老町 
12/7 午後 動植物利用・工芸 植物利用 工芸素材 イラクサ採集  
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12/8 午前 アイヌ語 アイヌ語 「交易をめぐるアイヌ口承文芸と
交易のコトバ」 
 
12/8 午後 アイヌ語 アイヌ語 「交易をめぐるアイヌ口承文芸と
交易のコトバ」 
 
12/9 午前 動植物利用・工芸 植物利用 工芸素材 イラクサ採集  
12/9 午後 動植物利用・工芸 植物利用 工芸素材 イラクサ採集  
12/10 午前 動植物利用・工芸 植物利用 工芸素材 イラクサ採集  
12/10 午後 動植物利用・工芸 植物利用 工芸素材 イラクサ採集  
12/11 午前 教材作成 教材制作 オオウバユリのムービー編集  
12/11 午後 教材作成 教材制作 模擬授業中間 2  
12/15 午前 アイヌ語 アイヌ語 「交易をめぐるアイヌ口承文芸と
交易のコトバ」 
 
12/15 午後 アイヌ語 アイヌ語 「交易をめぐるアイヌ口承文芸と
交易のコトバ」 
 
12/16 午前 動植物利用・工芸 植物関連講
座 
アイヌ有用植物を使ったクラフト  
12/16 午後 動植物利用・工芸 植物関連講
座 
アイヌ有用植物を使ったクラフト  
12/17 午前 自然観察 植物関連講
座 
植物のアイヌ語名  





12/18 午前 アイヌ語 アイヌ語 ユカラ（砂澤クラ）  
12/18 午後 アイヌ語 アイヌ語 「交易をめぐるアイヌ口承文芸と
交易のコトバ」歴史議論 
 
12/19 午前 アイヌ語 アイヌ語 金田一ノート（春採）  
12/19 午後 アイヌ語 アイヌ語 金田一ノート（春採）  





12/20 午後 一般教養 ※ シンポジウム「アイヌ民族政策のこ
れから」 
北海道大学
12/23 午前 動植物利用・工芸 植物利用 工芸「チシポ」制作  
12/23 午後 動植物利用・工芸 植物利用 工芸「チシポ」制作  
12/24 午前 動植物利用・工芸 植物利用 工芸「チシポ」制作  
12/24 午後 動植物利用・工芸 植物利用 工芸「チシポ」制作  
12/25 午前 アイヌ語 アイヌ語 金田一ノート金田一京助全集 14（鍋
沢ワカルパ） 
 
12/25 午後 アイヌ語 アイヌ語 金田一ノート金田一京助全集 14（鍋
沢ワカルパ） 
 
12/26 午前 教材作成 教材制作 オオウバユリのムービー編集直し  
12/26 午後 教材作成 教材制作 オオウバユリのムービー編集直し  
12/27 午前 教材作成 教材制作 模擬授業  
12/27 午後 教材作成 教材制作 模擬授業  
12/28 午前 自主研修 ※ 自主研修  
12/28 午後 自主研修 ※ 自主研修  
2010 年 
1/6 午前 信仰・儀礼 信仰 アシリパ・チュプカムイノミ参加  
1/6 午後 教材作成 教材制作 模擬授業 2 月実施テーマ発表  
1/7 午前 アイヌ語 アイヌ語 金田一ノート～（春採 マレウレ
ウ） 
 
1/7 午後 アイヌ語 アイヌ語 金田一ノート（芦別ユカラ）  
1/8 午前 アイヌ語 アイヌ語 金田一ノート～（春採 マレウレ
ウ） 
 
1/8 午後 アイヌ語 アイヌ語 金田一ノート（芦別ユカラ）  
1/9 午前 アイヌ語 アイヌ語 金田一ノート～（春採 マレウレ
ウ） 
 





1/10 午前 アイヌ語 アイヌ語 顔の各部位アイヌ語名称「ふくわら
い」 
 
1/10 午後 アイヌ語 アイヌ語 「すごろく」でアイヌ語講座  
1/12 午前 動植物利用・工芸 工芸 「チェプケレ ヌイトカラ」（縫糸）  
1/12 午後 動植物利用・工芸 工芸 「チェプケレ ヌイトカラ」（縫糸）  
1/13 午前 動植物利用・工芸 工芸 「チェプケレ ヌイトカラ」（糸作
り・靴紐作り） 
 
1/13 午後 動植物利用・工芸 工芸 「チェプケレ ヌイトカラ」（糸作
り・靴紐作り） 
 
1/14 午前 動植物利用・工芸 工芸 「チェプケレ カラ」（型紙作り・
模型作り） 
 
1/14 午後 動植物利用・工芸 工芸 「チェプケレ カラ」（型紙作り・
模型作り） 
 
1/15 午前 動植物利用・工芸 工芸 「チェプケレカラ」（靴作り）  
1/15 午後 動植物利用・工芸 工芸 「チェプケレカラ」（靴作り）  
1/16 午前 アイヌ語 アイヌ語 アイヌ伝統音楽「ヘチリ」、知里真
志保著作集 2 
 
1/16 午後 アイヌ語 アイヌ語 かるた、歌でアイヌ語基礎単語学習  
1/17 午前 教材作成 教材作成 模擬授業中間発表 2 回目  
1/17 午後 アイヌ語 アイヌ語 アイヌ伝統音楽「白老のウポポ」  
1/19 午前 一般教養 民具講座 「実測図の取り方」（基礎学習）  
1/19 午後 一般教養 民具講座 「実測図の取り方」（基礎学習）  
1/20 午前 一般教養 民具講座 「実測図の取り方」（断面図と平面
図） 
 
1/20 午後 一般教養 民具講座 「実測図の取り方」（断面図と平面
図） 
 
1/21 午前 一般教養 民具講座 「実測図の取り方」  
1/21 午後 一般教養 民具講座 「実測図の取り方」  
1/22 午前 アイヌ語 アイヌ語 金田一ノート（芦別のユカラ）  
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1/22 午後 アイヌ語 アイヌ語 金田一ノート（旭川のオイナ）  
1/23 午前 アイヌ語 アイヌ語 金田一ノート（旭川のオイナ）  
1/23 午後 アイヌ語 アイヌ語 「かるた」で覚えるアイヌ語単語と
文章、ウポポ 
 
1/25 午前 動植物利用・工芸 工芸 「トンコリ、ニマ、エムシシリカ」
図面等作成（各自） 
 
1/25 午後 動植物利用・工芸 工芸 「トンコリ、ニマ、エムシシリカ」
図面等作成（各自） 
 
1/26 午前 アイヌ語 アイヌ語 金田一ノート（旭川のオイナ）  
1/26 午後 アイヌ語 アイヌ語 沙流方言のカムイユカラ  
1/27 午前 動植物利用・工芸 工芸 「トンコリ、ニマ、エムシシリカ」
図面作成（各自） 
 
1/27 午後 動植物利用・工芸 工芸 「トンコリ、ニマ、エムシシリカ」
図面作成（各自） 
 
1/28 午前 芸能・舞踊 芸能 「トンコリ演奏」調弦等  
1/28 午後 芸能・舞踊 芸能 「トンコリ演奏」調弦等  
1/29 午前 アイヌ語 アイヌ語 金田一ノート（旭川のオイナ）  
1/29 午後 動植物利用・工芸 工芸 「トンコリ、ニマ、エムシシリカ」
作成（各自） 
 
1/30 午前 アイヌ語 アイヌ語 沙流方言のカムイユカラ  
1/30 午後 アイヌ語 アイヌ語 「かるた」で覚えるアイヌ語単語と
文章、ウポポ 
 
2/1 午前 1 信仰・儀礼 ※精神文化 チュプカムイノミ  
2/1 午前 2 一般教養 民具講座 「実測図の取り方」（断面図と平面
図） 
 
2/1 午後 一般教養 民具講座 「実測図の取り方」（断面図と平面
図） 
 





2/2 午後 一般教養 民具講座 「実測図の取り方」（断面図と平面
図） 
 
2/4 午前 自然観察 ※共通 植物観察  
2/4 午後 自然観察 ※共通 植物観察  
2/5 午前 教材作成 教材制作 模擬授業中間 3 回目  
2/5 午後 教材作成 教材制作 模擬授業中間 3 回目  
2/6 午前 芸能・舞踊 芸能 「トンコリ演奏」調弦等  
2/6 午後 アイヌ語 アイヌ語 ウポポのアイヌ語、アイヌ語の応用
文 
 
2/9 午前 芸能・舞踊 芸能 「トンコリ演奏」調弦等  
2/9 午後 アイヌ語 アイヌ語 金田一ノート（旭川のオイナ）  
2/10 午前 アイヌ語 アイヌ語 金田一ノート（旭川のオイナ）  
2/10 午後 芸能・舞踊 芸能 「トンコリ演奏」調弦、演奏等（西
平ウメ氏） 
 
2/12 午前 教材作成 教材制作 模擬授業準備（各自）  
2/12 午後 教材作成 教材制作 模擬授業準備（各自）  
2/13 午前 教材作成 教材制作 模擬授業  
2/13 午後 教材作成 教材制作 模擬授業  
2/14 午前 教材作成 教材制作 模擬授業  
2/14 午後 教材作成 教材制作 模擬授業  
2/17 午前 動植物利用・工芸 工芸 トンコリ、ニマ、エムシシリカ制作  
2/17 午後 動植物利用・工芸 工芸 トンコリ、ニマ、エムシシリカ制作  
2/18 午前 動植物利用・工芸 工芸 トンコリ、ニマ、エムシシリカ制作  
2/18 午後 動植物利用・工芸 工芸 トンコリ、ニマ、エムシシリカ制作  
2/19 午前 動植物利用・工芸 工芸 トンコリ、ニマ、エムシシリカ制作  
2/19 午後 動植物利用・工芸 工芸 トンコリ、ニマ、エムシシリカ制作  
2/22 午前 自主研修 自主研修 芸能、アイヌ語他各自  





2/24 午前 アイヌ語 アイヌ語 萱 野 「 カ ム イ ユ カ ラ kasusun 
kasusun」 
 
2/24 午後 芸能・舞踊 芸能 「トンコリ演奏」調弦、演奏等  
2/25 午前 教材作成 教材作成 模擬授業内容の教材化 ムービー
編集 
 
2/25 午後 教材作成 教材作成 模擬授業内容の教材化 ムービー
編集 
 
2/26 午前 教材作成 教材作成 模擬授業内容の教材化 ムービー
編集 
 
2/26 午後 教材作成 教材作成 模擬授業内容の教材化 ムービー
編集 
 
3/1 午前 1 信仰・儀礼 ※精神文化 チュプカムイノミ  
3/1 午前 2 教材作成 教材作成 模擬授業内容の教材化 ムービー
編集 
 
3/1 午後 教材作成 教材作成 模擬授業内容の教材化 ムービー
編集 
 

































3/5 午前 アイヌ語 アイヌ語 萱野茂「カムイユカラ kasusun 
kasusun」 
 
3/5 午後 芸能・舞踊 芸能 トンコリ演奏、調弦等  
3/6 午前 アイヌ語 アイヌ語 萱野茂「カムイユカラ kasusun 
kasusun」 
 
3/6 午後 一般教養 歴史講座 「北海道観光・イメージの形成史を
考える」 
 
3/9 午前 動植物利用・工芸 植物関連講
座 
「イタヤカエデとシラカバの樹液」 白老町 
3/9 午後 動植物利用・工芸 植物関連講
座 
「イタヤカエデとシラカバの樹液」 白老町 
3/10 午前 アイヌ語 アイヌ語 萱野茂「カムイユカラ kasusun 
kasusun」 
 
3/10 午後 芸能・舞踊 芸能 トンコリ演奏、調弦等  
3/11 午前 動植物利用・工芸 植物関連講
座 
「イタヤカエデとシラカバの樹液」  
3/11 午後 動植物利用・工芸 植物関連講
座 
「イタヤカエデとシラカバの樹液」  
3/12 午前 食文化・料理 料理講座 「イタヤカエデ」えご飯を炊く  
3/12 午後 教材作成 教材作成 模擬授業内容の教材化 ムービー
編集 
 
3/13 午前 教材作成 教材作成 模擬授業内容の教材化 ムービー
編集 
 
3/13 午後 教材作成 教材作成 模擬授業内容の教材化 ムービー
編集 
 
3/16 午前 教材作成 教材作成 模擬授業内容の教材化 ムービー
編集 
 





3/17 午前 教材作成 教材作成 模擬授業内容の教材化 ムービー
編集 
 
3/17 午後 教材作成 教材作成 模擬授業内容の教材化 ムービー
編集 
 
3/18 午前 教材作成 教材作成 模擬授業内容の教材化 ムービー
編集 
 
3/18 午後 1 会議・振り返り 面談 （機構職員）  
3/18 午後 2 教材作成 ※共通 5 月の植物観察会計画（模擬授業）  
3/19 午前 動植物利用・工芸 工芸 「トンコリ、ニマ、エムシシリカ等」
制作 
 
3/19 午後 動植物利用・工芸 工芸 「トンコリ、ニマ、エムシシリカ等」
制作 
 
3/20 午前 動植物利用・工芸 工芸 「トンコリ、ニマ、エムシシリカ等」
制作 
 
3/20 午後 動植物利用・工芸 工芸 「トンコリ、ニマ、エムシシリカ等」
制作 
 
3/23 午前 教材作成 教材作成 模擬授業内容の教材化 ムービー
編集 
 
3/23 午後 教材作成 教材作成 模擬授業内容の教材化 ムービー
編集 
 
3/24 午前 アイヌ語 アイヌ語 萱野茂「カムイユカラ kasusun 
kasusun」 
 
3/24 午後 教材作成 教材制作 5 月植物観察会公開模擬授業計画  
3/25 午前 アイヌ語 アイヌ語 萱野茂「カムイユカラ kasusun 
kasusun」 
 
3/25 午後 教材作成 教材作成 模擬授業内容の教材化 ムービー
編集 
 





3/26 午後 アイヌ語 アイヌ語 民具のアイヌ語名  
3/27 午前 動植物利用・工芸 植物関連講
座 
「イタヤカエデとシラカバの樹液」 白老町 










3/30 午後 教材作成 教材制作 模擬授業ムービー 発表会  
3/31 午前 教材作成 教材制作 模擬授業ムービー 発表会、座談会  








年月 時間 分類 研修科目 テーマ・内容 実施場所 
2010 年 
4/1 午前 信仰・儀礼 信仰 チュプカムイノミ  
4/1 午後 芸能・舞踊 芸能 イヨマンテリムセ・サロルンチカプ
リムセ 
 
4/2 午前 芸能・舞踊 芸能 イヨマンテリムセ・サロルンチカプ
リムセ・ハンチカプリムセ 
 
4/2 午後 芸能・舞踊 芸能 イヨマンテリムセ・サロルンチカプ
リムセ・ハンチカプリムセ 
 
4/3 午前 芸能・舞踊 芸能 イヨマンテリムセ・サロルンチカプ
リムセ・ハンチカプリムセ 
 
4/3 午後 芸能・舞踊 芸能 イヨマンテリムセ・サロルンチカプ
リムセ・ハンチカプリムセ 
 




4/4 午後 教材作成 教材開発 5 月公開模擬授業準備（企画検討）  
4/9 午前 アイヌ語 アイヌ語 ※  
4/9 午後 アイヌ語 アイヌ語 ※  
4/10 午前 動植物利用・工芸 植物利用 工芸素材 ツルウメモドキ採集 白老町 
4/10 午後 動植物利用・工芸 植物利用 工芸素材 ツルウメモドキ処理  
4/11 午前 動植物利用・工芸 植物利用 工芸素材 ツルウメモドキ処理  
4/11 午後 動植物利用・工芸 植物利用 工芸素材 ツルウメモドキ処理  
4/13 午前 動植物利用・工芸 植物利用 工芸素材 ツルウメモドキ処理  
4/13 午後 動植物利用・工芸 植物利用 工芸素材 ツルウメモドキ処理  
4/14 午前 自然観察 植物講座 植物利用  




4/15 午前 アイヌ語 アイヌ語 四宅ヤエ聞き起こし  
 311 
 
4/15 午後 アイヌ語 アイヌ語 早稲田アイヌ語入門  
4/16 午前 食文化・料理 ※料理 peneimo を iyuta  
4/16 午後 アイヌ語 アイヌ語 四宅ヤエ聞き起こし  
4/17 午前 信仰・儀礼 信仰 酒の仕込み  
4/17 午後 教材作成 教材開発 5 月植物公開模擬授業の準備  
4/19 午前 動植物利用・工芸 植物利用 工芸（まな板・トンコリ・emus）  
4/19 午後 動植物利用・工芸 植物利用 工芸（まな板・トンコリ・emus）  
4/20 午前 動植物利用・工芸 植物利用 工芸（まな板・トンコリ・emus）  
4/20 午後 動植物利用・工芸 植物利用 工芸（まな板・トンコリ・emus）  
4/21 午前 動植物利用・工芸 植物利用 工芸（まな板・トンコリ・emus）  
4/21 午後 動植物利用・工芸 植物利用 工芸（まな板・トンコリ・emus）  
4/22 午前 アイヌ語 アイヌ語 早稲田アイヌ語入門  
4/22 午後 信仰・儀礼 信仰 酒濾し、シト作り  
4/23 午前 信仰・儀礼 信仰 チセノミ参加（iyomare）  
4/23 午後 アイヌ語 アイヌ語 早稲田アイヌ語入門  










4/27 午前 教材作成 植物関連講
座 
植物観察（模擬授業準備） 白老町 
4/27 午後 教材作成 植物関連講
座 
植物観察（模擬授業準備） 白老町 
4/28 午前 教材作成 教材開発 公開模擬授業準備（植物） 白老町 
4/28 午後 教材作成 教材開発 公開模擬授業準備（植物） 白老町 





4/29 午後 アイヌ語 アイヌ語 「散文説話」山本スミ氏（帯広）の
聞き取り 
 
4/30 午前 アイヌ語 アイヌ語 「早稲田アイヌ語入門解説 7・8」  
4/30 午後 アイヌ語 アイヌ語 「散文説話」山季スミ氏（帯広）の
聞き取り 
 
5/1 午前 信仰・儀礼 信仰 コタンノミ参加  
5/1 午後 信仰・儀礼 信仰 コタンノミ祭具の手入れ  
5/2 午前 教材作成 教材開発 模擬授業ムービー視聴会  
5/2 午後 1 信仰・儀礼 ※精神文化 オメカプ  
5/2 午後 2 教材作成 教材開発 公開模擬授業「植物観察」準備  
5/7 午前 教材作成 教材開発 公開模擬授業準備（植物）  
5/7 午後 教材作成 教材開発 公開模擬授業準備（植物）  
5/8 午前 信仰・儀礼 ※精神文化 知里幸恵銀のしずく記念館地鎮祭、
ahunrupar 
登別市 
5/8 午後 アイヌ語 アイヌ語 早稲田アイヌ語入門  
5/9 午前 アイヌ語 アイヌ語 早稲田アイヌ語入門～10  
5/9 午後 アイヌ語 アイヌ語 早稲田アイヌ語入門～10  
5/11 午前 動植物利用・工芸 工芸 まな板・tonkori・emus  
5/11 午後 動植物利用・工芸 工芸 まな板・tonkori・emus  
5/12 午前 動植物利用・工芸 工芸 まな板・tonkori・emus  
5/12 午後 動植物利用・工芸 工芸 まな板・tonkori・emus  
5/13 午前 アイヌ語 アイヌ語 パソコンでアイヌ語電子辞書作成  
5/13 午後 アイヌ語 アイヌ語 パソコンでアイヌ語電子辞書作成  
5/14 午前 アイヌ語 アイヌ語 早稲田アイヌ語入門～11  
5/14 午後 アイヌ語 アイヌ語 早稲田アイヌ語入門～11  
5/18 午前 教材作成 植物観察会 模擬授業の練習 ポロト自然
休養林 




5/19 午前 教材作成 教材開発 公開模擬授業準備  
5/19 午後 教材作成 教材開発 公開模擬授業準備  
5/20 午前 アイヌ語 アイヌ語 早稲田アイヌ語入門 12  
5/20 午後 アイヌ語 アイヌ語 早稲田アイヌ語入門 12  
5/21 午前 アイヌ語 アイヌ語 早稲田アイヌ語入門 13  
5/21 午後 アイヌ語 アイヌ語 早稲田アイヌ語入門 13  
5/22 午前 教材作成 教材開発 模擬授業準備  
5/22 午後 教材作成 ※教材基礎 公開模擬授業  
5/23 午前 教材作成 教材開発 模擬授業準備  
5/23 午後 教材作成 教材開発 公開模擬授業  
5/26 午前 自然観察 植物観察 鳥類調査の仕方  
5/26 午後 自然観察 植物観察 鳥類調査の仕方  
















5/29 午前 アイヌ語 アイヌ語 更科源蔵ノート閲覧（白老帰宅） 釧路市阿寒
町 
6/1 午前 1 信仰・儀礼 ※精神文化 チュプカムイノミ  
6/1 午前 2 自然観察 植物関連講
座 
「シナノキとオヒョウ」 白老町 
6/1 午後 自然観察 植物関連講
座 
「シナノキとオヒョウ」 白老町 





6/2 午後 自然観察 自然関連講
座 
「アイヌ民族と野鳥」  
6/3 午前 アイヌ語 アイヌ語 「早稲田アイヌ語入門 15・16」  
6/3 午後 アイヌ語 アイヌ語 「tuitak 散文説話（山本スミ氏）」  
6/4 午前 アイヌ語 アイヌ語 「早稲田アイヌ語入門 15・16」  
6/4 午後 アイヌ語 アイヌ語 「tuitak 散文説話（山本スミ氏）」  
6/8 午前 教材作成 教材開発 模擬授業中間 2 回目（2 名）  
6/8 午後 教材作成 教材開発 模擬授業中間 2 回目（3 名）  
6/9 午前 動植物利用・工芸 植物関連講
座 
「シナノキの処理」準備  
6/9 午後 アイヌ語 アイヌ語 「tuitak 散文説話（山本スミ氏）」  
6/10 午前 アイヌ語 アイヌ語 「早稲田アイヌ語入門 15・16」  
6/10 午後 アイヌ語 アイヌ語 関連講座聴講「博物館連絡協議会研
修講座」 
 
6/11 午前 動植物利用・工芸 植物関連 記録映画視聴「織る」  
6/11 午後 教材作成 教材開発 模擬授業準備  
6/14 午前 動植物利用・工芸 植物利用 「シナノキ皮剥ぎ」 白老町 
6/14 午後 動植物利用・工芸 植物利用 「シナノキ皮剥ぎ」 白老町 
6/15 午前 動植物利用・工芸 植物利用 「シナノキ皮煮処理」  
6/15 午後 動植物利用・工芸 植物利用 「シナノキ皮煮処理」  
6/16 午前 動植物利用・工芸 植物利用 「シナノキ皮洗い、乾燥等処理」  
6/16 午後 動植物利用・工芸 植物利用 「シナノキ皮洗い、乾燥等処理」  
6/17 午前 アイヌ語 アイヌ語 「早稲田アイヌ語入門 15・16」  
6/17 午後 アイヌ語 アイヌ語 「tuitak 散文説話（山本スミ氏）  
6/18 午前 アイヌ語 アイヌ語 「早稲田アイヌ語入門 15・16」  
6/18 午後 アイヌ語 アイヌ語 「tuitak 散文説話（山本スミ氏）  






6/19 午後 信仰・儀礼 精神文化講
座 
「対雁慰霊祭」参加 江別市 
6/22 午前 動植物利用・工芸 工芸 ※  
6/22 午後 動植物利用・工芸 工芸 ※  
6/23 午前 動植物利用・工芸 工芸 ※  
6/23 午後 動植物利用・工芸 工芸 ※  
6/24 午前 教材作成 教材開発 模擬授業中間 3 回目（2 名）  
6/24 午後 教材作成 教材開発 模擬授業中間 3 回目（3 名）  
6/25 午前 アイヌ語 アイヌ語 「早稲田アイヌ語入門 15・16」  
6/25 午後 アイヌ語 アイヌ語 「tuitak 散文説語（山本スミ氏）」  
6/29 午前 自然観察 植物関連講
座 
「植物観察会」 白老町 
6/29 午後 自然観察 植物関連講
座 
「植物観察会」 白老町 
6/30 午前 教材作成 教材開発 模擬授業準備  
6/30 午後 教材作成 教材開発 模擬授業準備  
7/1 午前 1 信仰・儀礼 ※精神文化 チュプカムイノミ  
7/1 午前 2 教材作成 ※教材基礎 模擬授業  
7/1 午後 教材作成 教材開発 模擬授業  
7/2 午前 教材作成 教材開発 模擬授業  
7/2 午後 1 教材作成 教材開発 模擬授業  
7/2 午後 2 一般教養 ※歴史 北大講演会「ミトコンドリア DNA
からみたアイヌ」 
北海道大学
7/5 午前 食文化・料理 植物関連講
座 
「オオウバユリ採取」 白老町 
7/5 午後 食文化・料理 植物関連講
座 
「オオウバユリ採取」 白老町 










7/7 午前 食文化・料理 植物関連講
座 
「オオウバユリ処理」  





7/8 午前 アイヌ語 アイヌ語 「早稲田アイヌ語入門」  
7/8 午後 アイヌ語 アイヌ語 「tuitak 散文説話（山本スミ氏）」  
7/9 午前 アイヌ語 アイヌ語 「早稲田アイヌ語入門」  
7/9 午後 アイヌ語 アイヌ語 「tuitak 散文説話（山本スミ氏）」  
7/12 午前 一般教養 歴史講座 「副読本を読む」  
7/12 午後 教材作成 教材開発 模擬授業準備  
7/13 午前 自然観察 ※共通 野鳥観察 ポロト湖畔
7/13 午後 自然観察 植物関連講
座 
「アイヌ民族と野鳥」  
7/14 午前 動植物利用・工芸 植物関連講
座 
「シナノキの処理と糸づくり」 苫小牧市 
7/14 午後 動植物利用・工芸 植物関連講
座 
「シナノキの処理と糸づくり」 苫小牧市 
7/15 午前 アイヌ語 アイヌ語 「早稲田アイヌ語入門」  
7/15 午後 アイヌ語 アイヌ語 「tuitak 散文説話（山本スミ氏）」  
7/16 午前 アイヌ語 アイヌ語 「早稲田アイヌ語入門」  
7/16 午後 アイヌ語 アイヌ語 「tuitak 散文説話（山本スミ氏）」  
7/19 午前 動植物利用・工芸 工芸 「トンコリ、エムシ等の製作」  
7/19 午後 動植物利用・工芸 工芸 「トンコリ、エムシ等の製作」  
7/20 午前 動植物利用・工芸 工芸 「トンコリ、エムシ等の製作」  
7/20 午後 動植物利用・工芸 工芸 「トンコリ、エムシ等の製作」  
7/21 午前 動植物利用・工芸 工芸 「トンコリ、エムシ等の製作」  
7/21 午後 動植物利用・工芸 工芸 「トンコリ、エムシ等の製作」  
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7/22 午前 アイヌ語 アイヌ語 「早稲田アイヌ語入門」  
7/22 午後 アイヌ語 アイヌ語 「tuitak 散文説話（山本スミ氏）」  
7/23 午前 アイヌ語 アイヌ語 「早稲田アイヌ語入門」  
7/23 午後 アイヌ語 アイヌ語 「tuitak 散文説話（山本スミ氏）」  
7/27 午前 自然観察 ※共通 植物観察会 ポロト湖畔
7/27 午後 自然観察 自然関連講
座 
「アイヌ民族と野鳥」  
7/28 午前 一般教養 ※歴史 教職員研修講座聴講「歴史」  
7/28 午後 アイヌ語 アイヌ語 「tuitak 散文説話（山本スミ氏）」  
7/29 午前 アイヌ語 アイヌ語 「早稲田アイヌ語入門」  
7/29 午後 アイヌ語 アイヌ語 「tuitak 散文説話（山本スミ氏）」  





7/30 午後 一般教養 ※ 教職員研修講座聴講  








8/1 午前 1 信仰・儀礼 ※精神文化 チュプカムイノミ  
8/1 午前 2 教材作成 ※教材基礎 模擬授業中間発表  
8/1 午後 教材作成 教材開発 模擬授業中間発表  
8/3 午前 教材作成 教材開発 模擬授業中聞発表  
8/3 午後 教材作成 教材開発 模擬授業準備  
8/4 午前 教材作成 教材開発 模擬授業準備  
8/4 午後 教材作成 教材開発 模擬授業準備  
8/5 午前 アイヌ語 アイヌ語 早稲田アイヌ語入門練習問題  
8/5 午後 アイヌ語 アイヌ語 早稲田アイヌ語入門練習問題  
8/6 午前 教材作成 教材開発 公開模擬授業  
8/6 午後 教材作成 教材開発 公開模擬授業  
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8/7 午前 教材作成 教材開発 公開模擬授業  
8/7 午後 教材作成 教材開発 公開模擬授業  
8/10 午前 アイヌ語 アイヌ語 「早稲田アイヌ語入門」練習問題  
8/10 午後 アイヌ語 アイヌ語 「早稲田アイヌ語入門」練習問題・
アイヌ民族歴史と現在 
 
8/11 午前 アイヌ語 アイヌ語 「早稲田アイヌ語入門」練習問題・
アイヌ民族歴史と現在 
 
8/11 午後 信仰・儀礼 信仰 料理「酒仕込み」  
8/16 午前 信仰・儀礼 信仰 料理「シト作り」（2 種類のシトを
つくる） 
 
8/16 午後 信仰・儀礼 信仰 酒濾し（3 種類の酒漉しをして試飲
する） 
 
8/17 午前 信仰・儀礼 信仰 シリカプの送り儀礼、シンヌラッパ  
8/17 午後 信仰・儀礼 信仰 シンヌラッパ  
8/18 午前 自然観察 植物観察会 樽前山登頂 苫小牧市 
8/18 午後 自然観察 植物観察会 樽前山登頂 苫小牧市 
8/19 午前 アイヌ語 アイヌ語 有声音と無声音の違い  
8/19 午後 アイヌ語 アイヌ語 早稲田アイヌ語入門練習問題 17  
8/20 午前 アイヌ語 アイヌ語 北大のテスト  
8/20 午後 アイヌ語 アイヌ語 栃木政吉さんの英雄詞曲  
8/23 午前 動植物利用・工芸 工芸 アットゥシ織機製作 ヘラ作り  
8/23 午後 動植物利用・工芸 工芸 アットゥシ織機製作 ヘラ作り  
8/24 午前 動植物利用・工芸 工芸 アットゥシ織機製作 オサ作り  
8/24 午後 動植物利用・工芸 工芸 アットゥシ織機製作 オサ作り  
8/25 午前 アイヌ語 アイヌ語 歴史  
8/25 午後 アイヌ語 アイヌ語 霊送りについて、早稲田  
8/26 午前 アイヌ語 アイヌ語 栃木さん英雄叙事詩  
8/26 午後 アイヌ語 アイヌ語 凍ったミカン  
8/27 午前 教材作成 教授法 言語演習 1「韓国語」  
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8/27 午後 動植物利用・工芸 植物利用 工芸素材、樹の皮処理  
8/30 午前 動植物利用・工芸 植物利用 工芸素材、樹の皮処理  
8/30 午後 一般教養 人権 「台湾先住民族の取り組み」  
8/31 午前 自然観察 自然関連講
座 
「アイヌと野鳥」  





9/1 午前 一般教養 歴史講座 「アイヌ民族、歴史と現在」p24～
p26 植物利用 工芸素材 
 
9/1 午後 アイヌ語 アイヌ語 「アコロイタク」P134～  
9/2 午前 アイヌ語 アイヌ語 歴史の副読本を読む・栃木政吉さん
の yukar 聞き取り 
 
9/2 午後 アイヌ語 アイヌ語 栃木政吉さんの yukar 聞き取り・
akoritak 
 
9/3 午前 動植物利用・工芸 植物利用 工芸素材「オヒョウの糸撚り attus
用」 
 
9/3 午後 動植物利用・工芸 植物利用 工芸素材「オヒョウの糸撚り attus
用」 
 
9/4 午前 動植物利用・工芸 植物利用 工芸素材「オヒョウの糸撚り attus
用」 
 
9/4 午後 動植物利用・工芸 植物利用 工芸素材「オヒョウの糸撚り attus
用」 
 
9/7 午前 動植物利用・工芸 植物利用 「ガマ刈り」 札幌市 
9/7 午後 動植物利用・工芸 植物利用 「ガマ刈り」 札幌市 
9/8 午前 動植物利用・工芸 植物利用 「ガマ処理」  
9/8 午後 動植物利用・工芸 植物利用 「ガマ処理」  
9/9 午前 アイヌ語 アイヌ語 イタカンローの原稿を作る  





9/10 午前 信仰・儀礼 信仰儀礼講
座 
「pet kamuynomi」 白老町 
9/10 午後 アイヌ語 アイヌ語 イタカンローの原稿を作る  
9/13 午前 動植物利用・工芸 工芸 attuskar の工具作り  
9/13 午後 動植物利用・工芸 工芸 attuskar の工具作り  
9/14 午前 動植物利用・工芸 工芸 attuskar の工具作り  
9/14 午後 動植物利用・工芸 工芸 attuskar の工具作り  
9/15 午前 自然観察 動物利用 「鳥」について調べ学習発表  
9/15 午後 自然観察 植物関連講
座 
イヌエンジュの話の訳  
9/16 午前 1 食文化・料理 食関連 酒漉し  
9/16 午前 2 アイヌ語 アイヌ語 「アイヌ民族歴史と現在」  
9/16 午後 アイヌ語 アイヌ語 イタカンロー原稿のアイヌ語訳  










9/21 午前 自然観察 植物観察会 「ポロトの森の自然観察」 ポロト湖畔





9/22 午前 食文化・料理 植物関連講
座 
ヒシの実採取 白老町 
9/22 午後 一般教養 歴史講座 副読本を読む  
9/23 午前 信仰・儀礼 精神文化講
座 
儀礼見学「シャクシャイン法要祭」 新ひだか町
9/23 午後 信仰・儀礼 精神文化講
座 
儀礼見学「シャクシャイン法要祭」 新ひだか町
9/24 午前 アイヌ語 アイヌ語 イタカンローの準備  
9/24 午後 アイヌ語 アイヌ語 イタカンローの準備  
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9/25 午前 アイヌ語 アイヌ語 イタカンローの準備  
9/25 午後 アイヌ語 アイヌ語 イタカンローの準備  
9/28 午前 動植物利用・工芸 工芸 「チセについて」  
9/28 午後 教材作成 教材開発 模擬授業の準備  
9/29 午前 アイヌ語 アイヌ語 栃木政吉さんの英雄詞曲の続き  
9/29 午後 アイヌ語 アイヌ語 栃木政吉さんの英雄詞曲の続き  
9/30 午前 アイヌ語 アイヌ語 栃木政吉さんの英雄詞曲の続き  
9/30 午後 教材作成 教材開発 模擬授業中間 1 回目（テーマ：歴史）  
10/1 午前 1 信仰・儀礼 儀礼・信仰 「チュプカムイノミ」  
10/1 午前 2 動植物利用・工芸 植物利用 工芸素材「オヒョウ糸撚り attusu用」  
10/1 午後 動植物利用・工芸 植物利用 工芸素材「オヒョウの糸撚り attus
用」 
 
10/4 午前 アイヌ語 アイヌ語 イタカンローの原稿つくり  
10/4 午後 アイヌ語 アイヌ語 イタカンローの原稿つくり  
10/5 午前 食文化・料理 植物利用 「ドングリ採取」 白老町 
10/5 午後 食文化・料理 植物利用 「ドングリ採取とその処理」 白老町 
10/6 午前 動植物利用・工芸 植物利用 工芸素材「オヒョウの糸撚り attus
用」 
 
10/6 午後 動植物利用・工芸 植物利用 工芸素材「オヒョウの糸撚り attus
用」 
 








10/11 午前 教材作成 教材開発 模擬授業準備  
10/11 午後 教材作成 教材開発 模擬授業準備  
10/12 午前 教材作成 教材開発 模擬授業中間発表 2 回目  
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10/12 午後 教材作成 教材開発 模擬授業中間発表 2 回目  
10/13 午前 自然観察 ※共通 植物観察会 ポロトの森
10/13 午後 自然観察 ※共通 植物観察会 ポロトの森
10/14 午前 アイヌ語 アイヌ語 栃木政吉ユカラ聞き起こし  
10/14 午後 アイヌ語 アイヌ語 栃木政吉ユカラ聞き起こし  
10/15 午前 動植物利用・工芸 植物利用 工芸素材「オヒョウの糸撚り attus
用」 
 
10/15 午後 動植物利用・工芸 植物利用 工芸素材「オヒョウの糸撚り attus
用」 
 
10/16 午前 動植物利用・工芸 植物利用 工芸素材「オヒョウの糸撚り attus
用」 
 
10/16 午後 動植物利用・工芸 植物利用 工芸素材「オヒョウの糸撚り attus
用」 
 
10/19 午前 芸能・舞踊 芸能 トンコリの概要・トンコリ演奏  
10/19 午後 芸能・舞踊 芸能 トンコリの概要・トンコリ演奏  
10/20 午前 芸能・舞踊 芸能 アイヌ音楽の概要・発声法と歌  
10/20 午後 芸能・舞踊 芸能 アイヌ音楽の概要・発声法と歌  
10/21 午前 芸能・舞踊 芸能 歌・トンコリ演奏法  
10/21 午後 芸能・舞踊 芸能 歌・トンコリ演奏法  
10/22 午前 芸能・舞踊 芸能 まとめ  
10/22 午後 芸能・舞踊 芸能 まとめ  
10/24 午前 一般教養 ※ シンポジウム「アイヌ政策の実現に
向けて～海外からの提言」 
アスティ 45
10/24 午後 一般教養 ※ シンポジウム「アイヌ政策の実現に
向けて～海外からの提言」 
アスティ 45
10/25 午前 一般教養 人権講座 NHK 研修会参加  
10/25 午後 一般教養 人権講座 NHK 研修会参加  





10/26 午後 動植物利用・工芸 工芸 「attuskar」オヒョウ樹皮で作った糸
で帯の機織り 
 










10/28 午前 アイヌ語 アイヌ語 「イタカンロー準備」各自イタカン
ローに向けての練習 
 
10/28 午後 アイヌ語 アイヌ語 「イタカンロー準備」各自イタカン
ローに向けての練習 
 








10/31 午前 一般教養 ※ 札幌大学ウレシパフェスタ 札幌大学 
10/31 午後 一般教養 ※ 札幌大学ウレシパフェスタ 札幌大学 
11/1 午前 1 信仰・儀礼 儀礼・信仰 cupkamuynomi  
11/1 午前 2 動植物利用・工芸 工芸 「attuskar」  
11/1 午後 動植物利用・工芸 工芸 「attuskar」  
11/2 午前 自然観察 自然関連講
座 
「野鳥観察」 ポロトの森
11/2 午後 自然観察 自然関連講
座 
「アイヌ民族と野鳥」  
11/3 午前 アイヌ語 アイヌ語 「イタカンロー準備」  
11/3 午後 アイヌ語 アイヌ語 「イタカンロー準備」  
11/4 午前 アイヌ語 アイヌ語 「イタカンロー準備」  
11/4 午後 アイヌ語 アイヌ語 「イタカンロー準備」  
11/5 午前 アイヌ語 アイヌ語 「イタカンロー準備 発表練習」  
11/5 午後 アイヌ語 アイヌ語 「イタカンロー準備 発表練習」  
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11/6 午前 アイヌ語 アイヌ語 イタカンロー出場 北海道大学
11/6 午後 アイヌ語 アイヌ語 イタカンロー出場 北海道大学










11/10 午前 動植物利用・工芸 工芸 「attuskar」  
11/10 午後 動植物利用・工芸 工芸 「attuskar」  
11/11 午前 アイヌ語 アイヌ語 イタカンロー映像鑑賞  
11/11 午後 アイヌ語 アイヌ語 叙事詩について  
11/13 午前 一般教養 ※ シンポジウム「人類学とアイヌ研究
～日常としてのフィールドワーク」 
北海道大学
11/13 午後 一般教養 ※ シンポジウム「人類学とアイヌ研究
～日常としてのフィールドワーク」 
北海道大学
11/16 午前 食文化・料理 植物関連講
座 
「ドングリ処理」  
11/16 午後 食文化・料理 植物関連講
座 
「ドングリ処理」  
11/17 午前 食文化・料理 植物関連講
座 
「アハ堀り」 白老町 
11/17 午後 食文化・料理 植物関連講
座 
「アハ堀り」 白老町 
11/18 午前 アイヌ語 アイヌ語 クリスマスソングをアイヌ語で起
こす授業 
 
11/18 午後 アイヌ語 アイヌ語 クリスマスソングをアイヌ語で起
こす授業 
 
11/19 午前 食文化・料理 食文化講座 「鮭」「アハ」  
11/19 午後 食文化・料理 食文化講座 「鮭」「アハ」  
11/22 午前 信仰・儀礼 信仰・儀礼 「cip iwakte」  
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11/22 午後 信仰・儀礼 信仰・儀礼 「cip iwakte」  
11/23 午前 教材作成 教材開発 模擬授業準備  
11/23 午後 教材作成 教材開発 模擬授業準備  
11/24 午前 自然観察 自然関連講
座 
※  
11/24 午後 自然観察 自然関連講
座 
※  
11/25 午前 教材作成 教材開発 模擬授業テーマ「歴史」  
11/25 午後 教材作成 教材開発 模擬授業テーマ「歴史」  
11/26 午前 動植物利用・工芸 工芸 「attuskar」  
11/26 午後 動植物利用・工芸 工芸 「attuskar」  
11/29 午前 動植物利用・工芸 工芸 「attuskar」オヒョウ樹皮で作った糸
で帯を機織りする続き 
 
11/29 午後 動植物利用・工芸 工芸 「attuskar」オヒョウ樹皮で作った糸
で帯を機織りする続き 
 
11/30 午前 動植物利用・工芸 工芸 「attuskar」オヒョウ樹皮で作った糸
で帯を機織りする続き 
 
11/30 午後 動植物利用・工芸 工芸 「attuskar」オヒョウ樹皮で作った糸
で帯を機織りする続き 
 
12/1 午前 信仰・儀礼 儀礼・信仰 「cup kamuynomi」  





12/2 午前 アイヌ語 アイヌ語 白老フェスティバル準備・練習  
12/2 午後 アイヌ語 アイヌ語 白老フェスティバル準備・練習  












12/6 午前 動植物利用・工芸 工芸 attuskar 続き（仕上げ）  
12/6 午後 動植物利用・工芸 工芸 attuskar 続き（仕上げ）  
12/7 午前 自然観察 自然関連講
座 
自然編卒業制作  













12/9 午前 アイヌ語 アイヌ語 自習  
12/9 午後 アイヌ語 アイヌ語 織田ステノ氏 yukar 聞き起こし  
12/12 午前 一般教養 歴史 講座「幕末の日露国境交渉、その時
現地では」 
開拓記念館
12/12 午後 一般教養 歴史 講座「幕末の日露国境交渉、その時
現地では」 
開拓記念館
12/13 午前 動植物利用・工芸 工芸 講座「民具制作」sitopera 制作  
12/13 午後 動植物利用・工芸 工芸 講座「民具制作」sitopera 制作  
12/14 午前 動植物利用・工芸 工芸 講座「民具制作」sitopera 制作  
12/14 午後 動植物利用・工芸 工芸 講座「民具制作」sitopera 制作  
12/15 午前 自然観察 自然関連講
座 
川上まつこ氏の聞き起こし  





12/16 午前 アイヌ語 アイヌ語 フェスティバル準備  
12/16 午後 アイヌ語 アイヌ語 子供達と歌の練習  










12/20 午前 動植物利用・工芸 工芸講座 「amip kar / emus kar」  
12/20 午後 動植物利用・工芸 工芸講座 「amip kar / emus kar」  
12/21 午前 動植物利用・工芸 工芸講座 「amip kar / emus kar」  
12/21 午後 動植物利用・工芸 工芸講座 「amip kar / emus kar」  
12/22 午前 動植物利用・工芸 工芸講座 「amip kar / emus kar」  
12/22 午後 アイヌ語 アイヌ語 アイヌ文化フェスティバル練習・準
備 
 
12/23 午前 一般教養 ※ アイヌ文化フェスティバル参加 白老コミュ
ニティセン
ター 
12/23 午後 一般教養 ※ アイヌ文化フェスティバル参加 白老コミュ
ニティセン
ター 
12/25 午前 動植物利用・工芸 工芸講座 「amip kar / emus kar」  
12/25 午後 動植物利用・工芸 工芸講座 「amip kar / emus kar」  
12/26 午前 動植物利用・工芸 工芸講座 「amip kar / emus kar」  
12/26 午後 動植物利用・工芸 工芸講座 「amip kar / emus kar」  
12/27 午前 動植物利用・工芸 工芸講座 「amip kar / emus kar」  
12/27 午後 動植物利用・工芸 工芸講座 「amip kar / emus kar」  
12/28 午前 動植物利用・工芸 工芸講座 「amip kar / emus kar」  
12/28 午後 動植物利用・工芸 工芸講座 「amip kar / emus kar」  
2011 年 
1/6 午前 1 信仰・儀礼 ※精神文化 asirpanomi  
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1/6 午前 2 アイヌ語 アイヌ語 織田ステノ氏 yukar 聞き起こし  
1/6 午後 アイヌ語 アイヌ語 織田ステノ氏 yukar 聞き起こし  
1/7 午前 アイヌ語 アイヌ語 織田ステノ氏 yukar 聞き起こし・実
践 
 
1/7 午後 アイヌ語 アイヌ語 各自ムービーメーカーによる卒業
制作 
 
1/8 午前 動植物利用・工芸 工芸講座 amip kar（着物作り） emus kar（刀
作り） 
 
1/8 午後 動植物利用・工芸 工芸講座 amip kar（着物作り） emus kar（刀
作り） 
 
1/9 午前 動植物利用・工芸 工芸講座 amip kar（着物作り） emus kar（刀
作り） 
 
1/9 午後 動植物利用・工芸 工芸講座 amip kar（着物作り） emus kar（刀
作り） 
 
1/10 午前 動植物利用・工芸 工芸講座 amip kar（着物作り） emus kar（刀
作り） 
 
1/10 午後 動植物利用・工芸 工芸講座 amip kar（着物作り） emus kar（刀
作り） 
 










1/13 午前 アイヌ語 アイヌ語 織田ステノ氏 yukar 聞き起こし  
1/13 午後 アイヌ語 アイヌ語 ムービーメーカーによる、アイヌ語
卒業制作 
 
1/14 午前 動植物利用・工芸 民具講座 「民具資料の整理、調査」（実習：
静内の資料等） 
 















1/17 午前 動植物利用・工芸 工芸講座 amip kar（着物作り） emus kar（刀
作り） 
 
1/17 午後 動植物利用・工芸 工芸講座 amip kar（着物作り） emus kar（刀
作り） 
 
1/18 午前 動植物利用・工芸 工芸講座 amip kar（着物作り） emus kar（刀
作り） 
 
1/18 午後 動植物利用・工芸 工芸講座 amip kar（着物作り） emus kar（刀
作り） 
 










1/20 午前 アイヌ語 アイヌ語 各自ムービーメーカーによる、アイ
ヌ語卒業制作 
 
1/20 午後 アイヌ語 アイヌ語 「金田一京助ノート書き起こし」  
1/21 午前 動植物利用・工芸 工芸講座 「鹿笛」鹿笛製作体験  
1/21 午後 1 動植物利用・工芸 工芸講座 「鹿笛」  
1/21 午後 2 教材作成 教材開発 模擬授業テーマ発表  
1/22 午前 一般教養 ※ アイヌ文化祭（平取地方） 平取町中央
公民館 
1/22 午後 一般教養 ※ アイヌ文化祭（平取地方） 平取町中央
公民館 
1/25 午前 動植物利用・工芸 工芸講座 「弓矢製作体験」  
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1/25 午後 動植物利用・工芸 工芸講座 「弓矢製作体験」  










1/27 午前 アイヌ語 アイヌ語 「金田一京助ノート聞き起こし」  
1/27 午後 アイヌ語 アイヌ語 各自ムービーメーカーによる、アイ
ヌ語卒業制作 
 
1/28 午前 動植物利用・工芸 工芸講座 amip kar（着物作り） emus kar（刀
作り） 
 
1/28 午後 動植物利用・工芸 工芸講座 amip kar（着物作り） emus kar（刀
作り） 
 
1/29 午前 動植物利用・工芸 工芸講座 amip kar（着物作り） emus kar（刀
作り） 
 
1/29 午後 動植物利用・工芸 工芸講座 amip kar（着物作り） emus kar（刀
作り） 
 
2/1 午前 1 信仰・儀礼 儀礼・信仰 「cupkamuynomi」  
2/1 午前 2 動植物利用・工芸 工芸講座 amip kar（着物作り） 木彫  
2/1 午後 動植物利用・工芸 工芸講座 amip kar（着物作り） 木彫  
2/2 午前 動植物利用・工芸 工芸講座 amip kar（着物作り） 木彫  
2/2 午後 動植物利用・工芸 工芸講座 amip kar（着物作り） 木彫  
2/3 午前 アイヌ語 アイヌ語 「アクセント」  
2/3 午後 アイヌ語 アイヌ語 「白沢ナベ・小田イトアイヌ語会
話」から千歳方言のアクセント 
 
2/4 午前 自然観察 自然関連講
座 
「卒業制作」  
2/4 午後 自然観察 自然関連講
座 
「卒業制作」  
2/5 午前 動植物利用・工芸 工芸講座 amip kar（着物作り） 木彫  
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2/5 午後 動植物利用・工芸 工芸講座 amip kar（着物作り） 木彫  
2/8 午前 動植物利用・工芸 工芸講座 amip kar（着物作り） 木彫  
2/8 午後 動植物利用・工芸 工芸講座 amip kar（着物作り） 木彫  
2/9 午前 自然観察 自然関連講
座 
「卒業制作」  
2/9 午後 自然観察 自然関連講
座 
「卒業制作」  
2/10 午前 アイヌ語 アイヌ語 「白沢ナベ・小田イトアイヌ語会
話」から千歳方言のアクセント 
 
2/10 午後 アイヌ語 アイヌ語 「研修リポート作成」  
2/11 午前 教材作成 教材開発 模擬授業中間 1（15 分）  
2/11 午後 食文化・料理 食文化議座 「トウキビ・ヒエ トノト」映像視
聴・制作工程 
 
2/12 午前 動植物利用・工芸 工芸講座 amip kar（着物作り） 木彫  
2/12 午後 動植物利用・工芸 工芸講座 amip kar（着物作り） 木彫  
2/15 午前 自然観察 自然関連講
座 
「動物 ひぐま」  
2/15 午後 自然観察 自然関連講
座 
「動物 ひぐま」  
2/16 午前 動植物利用・工芸 工芸講座 amip kar（着物作り） 木彫  
2/16 午後 動植物利用・工芸 工芸講座 amip kar（着物作り） 木彫  
2/17 午前 食文化・料理 食関連 iuta（トウキビの薄皮取り）  
2/17 午後 アイヌ語 アイヌ語 アイヌ語会話練習  
2/18 午前 食文化・料理 食文化講座 「トウキビ酒、ヒエ酒造り」  
2/18 午後 食文化・料理 食文化講座 「トウキビ酒、ヒエ酒造り」  
2/19 午前 一般教養 歴史講座 展覧会「アイヌと境界」見学 北海道大学
2/19 午後 一般教養 歴史講座 講演会「サハリンアイヌの歴史と経
験」 
北海道大学
2/22 午前 動植物利用・工芸 工芸講座 amip kar（着物作り） 木彫  
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2/22 午後 動植物利用・工芸 工芸講座 amip kar（着物作り） 木彫  










2/24 午前 アイヌ語 アイヌ語 レポート作成  
2/24 午後 アイヌ語 アイヌ語 会話練習、金田一ノート  
2/25 午前 教材作成 教材開発 模擬授業中間発表 2  
2/25 午後 教材作成 教材開発 模擬授業中間発表 2  





2/26 午後 一般教養 歴史講座 「アイヌ絵を読む～誰が何のため
に描いたのか～」聴講 
かでる 2・7
3/1 午前 1 信仰・儀礼 儀礼・信仰 cupkamuynomi  
3/1 午前 2 教材作成 教材作成 「体験交流事業プログラム案」  
3/1 午後 動植物利用・工芸 工芸講座 「amipkar / pasuy kar」  
3/2 午前 動植物利用・工芸 工芸講座 「amipkar / pasuy kar」  
3/2 午後 動植物利用・工芸 工芸講座 「amipkar / pasuy kar」  
3/3 午前 動植物利用・工芸 工芸講座 「amipkar / pasuy kar」  
3/3 午後 動植物利用・工芸 工芸講座 「amipkar / pasuy kar」  
3/4 午前 教材作成 教材開発 模擬授業準備  
3/4 午後 教材作成 教材開発 模擬授業準備  
3/5 午前 自主研修 休み （模擬授業準備）  
3/5 午後 自主研修 休み （模擬授業準備）  
3/7 午前 教材作成 教材開発 模擬授業中間発表 4（プレ授業）  
3/7 午後 教材作成 教材開発 模擬授業中間発表 4（プレ授業）  






3/8 午後 会議・振り返り ※ 担い手講座まとめ 研修レポート
作成 
 
3/9 午前 会議・振り返り ※ 担い手講座まとめ 研修レポート
作成 
 
3/9 午後 会議・振り返り ※ 担い手講座まとめ 研修レポート
作成 
 
3/10 午前 アイヌ語 アイヌ語 レポート作成  
3/10 午後 アイヌ語 アイヌ語 会話練習、金田一ノート聞き起こし  
3/11 午前 動植物利用・工芸 工芸講座 「amipkar / pasuy kar」  
3/11 午後 動植物利用・工芸 工芸講座 「amipkar / pasuy kar」  
3/13 午前 一般教養 ※歴史 フォーラム「松浦武四郎」 開拓記念館
3/13 午後 一般教養 ※歴史 フォーラム「松浦武四郎」 開拓記念館
3/14 午前 アイヌ語 アイヌ語 「金田一ノート聞き起こし」  
3/14 午後 アイヌ語 アイヌ語 「金田一ノート聞き起こし」  
3/15 午前 教材作成 教材開発 模擬授業中間発表 4（プレ授業）  
3/15 午後 教材作成 教材開発 模擬授業中間発表 4（プレ授業）  
3/16 午前 教材作成 教材開発 模擬授業準備  
3/16 午後 教材作成 教材開発 模擬授業準備  
3/17 午前 教材作成 教材開発 模擬授業  
3/17 午後 教材作成 教材開発 模擬授業  
3/18 午前 自主研修 休み （工芸 amipkar）  
3/18 午後 自主研修 休み （工芸 amipkar）  
3/20 午前 動植物利用・工芸 工芸講座 「amipkar / pasuy kar」  
3/20 午後 動植物利用・工芸 工芸講座 「amipkar / pasuy kar」  



























（2011 年 1 月 24 日閲覧）。 
3 統計センターウェブページ http://www.e-stat.go.jp/SG1/estat/Xlsdl.do?sinfid=000007731486
（2011 年 1 月 24 日閲覧）。 
4  2011 年 の 外 国 人 登 録 者 数 は 2,078,508 人 （ 統 計 セ ン タ ー ウ ェ ブ ペ ー ジ
http://www.e-stat.go.jp/SG1/estat/List.do?lid=000001089591（2012 年 11 月 3 日閲覧））とな
っており、2008 年をピークとして減少傾向にある。しかし、依然として 200 万人を超え
る外国人が日本で生活をしているため、受け入れに関する課題は残っているといえる。 
5 厚生労働省人口動態調査平成 21 年人口動態統計によれば、夫妻のどちらかが外国人であ
る割合は婚姻総数の約 5％である。統計センターウェブページ http://www.e-stat.go.jp/SG1/ 
estat/List.do?lid=000001066477（2011 年 6 月 24 日閲覧）。 











か] 著『アイヌ語が国会に響く』草風館、1997、p243）としており、日本全体では 10 万
人程度になる可能性がある。 
7 「和人」に関しては「5 民族呼称について」を参照。 
8 永田方正、岩谷英太郎「あいぬ教育ノ方法」（北海道教育會『北海道教育雜誌』第 9 号、
玉振堂、1893）、p11。 


















14  Banks, James A., “Multicultural Education: Characteristics and Goals,” in Multicultural 
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Education: Issues and Perspectives, 7th ed., ed. by James A. Banks and Cherry A. McGee Banks, 
John Wiley and Sons, 2010, p. 6. 
15 Ibid. 






20 Bennett, Christine I., Comprehensive Multicultural Education: Theory and Practice, 4th ed., 
Allyn and Bacon, 1999, p. 11. 
21 United Nations, Declaration on the Rights of Indigenous Peoples, United Nations, 2007, p. 2. 
ただし閲覧は国際連合ウェブページ（http://www.un.org/esa/socdev/unpfii/documents/ 
DRIPS_en.pdf）の PDF ファイルによる（2012 年 11 月 3 日閲覧）。 
22 Bennett, Christine I., op. cit., p. 11. 
23 Banks, James A., op. cit., p. 25. 





28 Geertz, Clifford, The Interpretation of Cultures, 2000 ed., New York: Basic Books, 1973, p. 44. 
29 Pai, Young, “Cultural Pluralism, Democracy and Multicultural Education,” in Adult Education 













35 『朝日新聞』2008 年 6 月 6 日夕刊、p1。ただし、官房長官談話では「先住民族」が国連
宣言と同義であるとは明言していないため、その包含する意味についてはさらに議論が
必要である。 
36 報告書が提出されたのは 1996 年である。 
37 「アイヌ民族共有財産裁判の記録」編集委員会編『百年のチャランケ アイヌ民族共有
財産裁判の記録』緑風出版、2009、p596。 
38 北海道アイヌ協会『収支予算書』平成 23 年度、2012。閲覧は北海道アイヌ協会ウェブ
ページ http://www.ainu-assn.or.jp/cgi-bin2/pdfupld/disp.cgi による（2013 年 2 月 12 日閲覧）。 
39 第 2 条第 1 項では「政府は、関係住民を保護し、及びそれぞれの国の生活に漸次統合さ
せるため（以下略）」とあり、また第 23 条 2 項では母語から当該国の国語又は公用語に
漸進的に移行する措置をとるように規定されている。 
40 柳下み咲「国際機関における先住民族問題への取組み」（国立国会図書館調査立法考査
局編『外国の立法』第 32 巻 2･3 号、国立国会図書館調査立法考査局、1993）、p3。 
41 United Nations, op. cit., pp. 2-3. ただし閲覧は国際連合ウェブページ（http://www.un.org/ 




















49 条文によればカナダの先住民族とはこの 3 民族とされているため、全ての先住民族とい
うわけではない。 


















































務省編纂『日本外交文書』第 2 巻第 1 冊、外務省蔵版、日本外交文書頒布会、1954）、
pp894-895。 
72 吉田憲司、前掲「民族誌展示の現在 2003」、p90。 
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